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はじめに
　本研究は、科学研究費補助金（基盤研究（B））   
（）
の申請者等が自ら数十年前に調査したペ
ルーの個々の地域を再調査し、過去に収集したデータと突き合わせながら、この30〜40年
以上経過した８地域の経済的・社会的・文化的動態をミクロ的に記録・分析し、ペルー全
体で生起した事柄と、特定の地域だけに発現した変化とを峻別し、ペルー全体の村落社会
の変化を通観するとともに、地域における変動の意味を探求するものである。具体的には、
１）申請者等が実施した960、70年代のデータをゼロ・ポイント（基準点）として、その後、
ペルーの各地域でどのような相でいかなる変化が生じているかを現地調査するとともに、
文献資料等も利用しながら検証する。２）地域の変化を見極めながら、連続性、持続性に
注目し、それがどのようなものかを検討する。３）８地域の変化を相互に比較し、ペルー
全体で生起している変化と、地域固有の変化とに大別し、変化の地域性を抽出する。４）
うえに挙げた１）〜３）を考察する過程で、ゼロ・ポイントから現在までのペルーの経済的・
社会的・文化的変化に関する事柄を包括的に検討し、これまで、ややもすれば同じペルー
の事例を扱いながらも、時代や地域が異なると敬遠されがちであった多くの研究を有機的
に位置づけ整理することによって、参照が可能な枠組みを構築するものである。
　ペルー諸地域のうち筆者が調査研究を担当する地域はプーノ県である。「垂直統御」学
説に基づくアンデスの物資補完関係のモデルを、インカ時代や植民地時代初期のルパカ
（＝チュクィート地方）（現プーノ県）にもとめて分析すると、アンデス高地に位置するこの
地方では南米ラクダ科動物が富を計測するさいの重要な指標であったことがわかる。2007
年度は、現在この地域を代表する産業である獣毛産業の実情を植民地時代におけるラク
ダ科動物の規模や実態などと比較して考察した。植民地時代から共和国へと時代が進む
につれてラクダ科動物に関連する商品価値も、国内外の社会環境の変化に伴い大きく変
容を遂げつつ現在に至っていることがわかる。2008年度は、DESCO（Centro de Estudios 
y Promoción del Desarrollo、開発研究推進センター）やCONACS（Consejo Nacional de 
Camélidos Sudamericanos、南米ラクダ科動物国立審議会）、プーノ県庁資料センター
（Centro de Documentación Gobierno Regional de Puno）、プーノ市立図書館（Biblioteca 
Municipal de Puno）、国立アルティプラノ大学（Universidad Nacional de Altiplano）など
が有する資料の調査を行うとともに、プーノ市内の繊維会社「ヌエバ・アルテ（Nueva 
Arte）」など関係諸機関に出向き、聞き取り調査を行うことで、近年のプーノ県における
獣毛、とりわけアルパカ獣毛産業の動向や地域社会の変化について検討・考察した。
　本稿は結論を含めて全部で５章からなる。第I章では過去のプーノ県が遠く6世紀にま
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で遡ってとりあげられる。第II章以降において現代のプーノ県が扱われる。第II章ではプー
ノ県の地勢・行政区分や人口動態、生産の実態が述べられ、牧畜業とりわけアルパカ獣毛
生産の重要性が指摘される。第III章では9世紀以降の当県の小史が原住民農民の抵抗の歴
史、960年代のとりわけベラスコ軍事政権期から始まった農地改革の行方、その結果出現
した土地所有の新たな状態、という項目の下で検討される。第IV章では、プーノ県を代表
するラクダ科家畜とくにアルパカの毛の生産をめぐって、その小生産者であるシエラ農民
がおかれている状況を指摘すると共に、現状打開にむけての可能性を探る。第V章（結び）
では、9世紀初めのスペインからの独立以降のペルー・シエラ南部プーノ県の地域社会の
世界市場への包摂・統合が生み出した結果を考察する。
I　過去のプーノ県
　本章では過去のプーノ県について6世紀後半期のチュクィート地方（ティティカカ湖西
岸に位置した原住民人口の密集地域）からお話をさせていただきたい。チュクィート地方
はポトシ銀山の労働力需要ならびにポトシ市の一大市場の商品需要に規定され、このニー
ズに応えて大規模な原住民労働力ならびに生活必需物資をポトシに提供した地域であっ
た。まずもってプレインカ、インカ時代からの当地域の伝統的なアンデス高地原住民社
会の構造を概観した後、「垂直統御」モデルにのっとってこの地域の経済の特徴を述べる。
次に「垂直統御」学説におけるユンガスの重要性についてラパス・ユンガスの事例をも引
いて再確認する。
１．チュクィート地方〔「ルパカ（王国）」〕
　アンデスの歴史研究においてこれまでによく取り上げられてきた地域の一つは、チュ
クィート地方（la Provincia de Chucuito、スペイン植民地時代の名称）である。先インカ期、
古くはティワナク（ティアワナコ）文化圏（El mundo de la Cultura Tiahuanaco）に所属して
いたが、インカ帝国の時代になると「4つの地方」のうち南部のコヤスーユ（El Collasuyu）
に組み込まれた   
（2）
。先インカ期には「ルパカ王国（el reino Lupaca）」と呼ばれていたアイ
マラ語圏である（現プーノ県）   
（3）
。先スペイン期からアンデス高地・アルティプラノ（＝「シ
エラ（sierra）」とか「プーナ（puna）」と呼ばれることも多い）のティティカカ湖西岸の標
（2）　Departamento de Creación Editorial de Lexus Editores, Gran Enciclopedia del Perú （Barcelona: Lexus 
Editores, 998）, pp.936-937. 
（3）　ルパカは、コヤス、パカヘス、オマスーユとともに古くから独立したアイマラ人による王国を築いてき
た。拙著『トゥパック・アマルの反乱に関する研究 -- その社会経済史的背景の考察 --』（神戸商科大学研究叢
書 LI，神戸商科大学経済研究所，995 年  月）3-52 頁参照。 
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高3800メートルを上回る高地に位置し原住民人口の一大密集地   
（4）
であった。スペイン人
による征服後の6世紀にスペイン人役人による巡察記録が残されている。一般に「チュ
クィート文書」とよばれるものである。567年に記されたものであり、チュクィート地
方ならびにその周辺部地域の情報を広く提供している。それを読むといろいろなことが
判明する   
（5）
。ルパカの人 （々los lupaqua）は一般に「アナンサヤ」か「ウリンサヤ」かい
ずれかの半族（parcialidad）に所属が分けられていた。それぞれの半族は人の大首長（カ
シケ・プリンシパル）によって統治されていた。アナンサヤの半族の大首長であったマル
ティン・カリ（Martín Cari）は全体を束ねる王でもあった。他方ウリンサヤの半族の大首
長はマルティン・クシ（Martín Cusi）であった。ルパカの人々はアルティプラノの7つの村
（pueblo,cabecera）、つまりチュクィート、アコラ、イラベ、フリ、ポマタ、ユングーヨ、
セピータの各村で暮らしていた。彼らはほかに太平洋沿岸部（コスタ）とアマゾン源流域の
セルバにおいて複数のエンクラーベ（飛び地）をもっていたことを後述するが、こうした場
所のそれぞれの地（村）に地方統治の職務をもつ下位の首長（カシケ）がいた（村に存在した
カシケは原則として2人であった）。そしてかれらは、2人の上位のカシケであるカリとク
シに服従していたのであった   
（6）
。（この地域の位置関係は地図，地図2を参照）。
（4）　ルパカの人口をめぐっては、研究者によって大きな差がある。「ルパカのカシケがその証言を裏書き
するために提供したキープによると、この王国の人口はおよそ２万世帯（unidades domésticas）であっ
た。人口で示すならば 0 万人か 5 万人であった」とジョン・ムーラは述べている。John V. Murra, El 
mundo andino, población, medio ambiente y economía（Lima:Pontificia Universidad Católica del Perú, Fondo 
Editorial/IEP, 2002）,p.95./ 一方、キャサリン・ジュリアンはインカ時代末期（520~25 年）のルパカの人口 2
万 280 人の民族別内訳を、アイマラ人が  万 5778 人、ウル人が 429 人、その他が 373 人（サマの 200 人を
含む）とし、半族（parcialidad）別ではアナンサヤが  万 24 人、ウリンサヤが 9866 人とする。Catherine 
J. Julien, "Inca Decimal Administration in the Lake Titicaca Region." George A. Collier, Renato I. Rosaldo, 
and John D. Wirth （edited）, The Inca and Aztec States 400-800, Anthropology and History（New York, 
London etc.:Academic Press, 982）,p.27. 
（5）　Garci Diez de San Miguel, Visita hecha a la Provincia de Chucuito en el año de 567（Lima: Casa de 
la Cultura del Perú, 964）./Kristina Angelis-Harmening, Intercambio y verticalidad en el siglo XVI en los 
yungas de La Paz（Saurwein:BAS=Bonner Amerikanistische Studien,Universität Bonn, 2000）,p.68. この「チ
ュクィート文書」はこれまでに米国の人類学者ジョン・ムーラやペルーの歴史人類学者マリア・ロストウォ
ロフスキといった歴代の碩学はもとより、世界の多くのアンデス研究者の注目を集めてきた。例えばジョン・
ムーラは次のように述べている。「垂直統御にみられた変化や限界をめぐるわれわれの理解は、964 年に刊
行されたガルシ・ディエス・デ・サン・ミゲルの「巡察文書」（la Visita de Garci Diez de San Miguel）の中
においてとくにくり広げられてきたものである。かれはペルー植民地統治者（gobernador）ロペ・ガルシア・デ・
カストロ（Lope García de Castro, 在位 564~569）の命令によってルパカ王国（el reino lupaqua）を巡察し
た。この王国は、アイマラ語を話すティティカカ湖畔にある複数の王国のひとつであった。かれはルパカでは、
ヨーロッパ人のいかなる冒険家にもエンコミエンダが認められなかったという事実に注目した。ルパカはま
さにスペイン陛下（Su Majestad）の指導下に置かれていたのである。当時の史料が物語っているところであ
り、たくさんの報告書の記すところである」。John V. Murra, El mundo andino ...,p.94. 
（6）　詳しくは、María Rostworowski, Estructuras andinas del poder ideología religiosa y política（Lima:IEP
（Obras Completas VII; Historia Andina, 35）, 2007）,pp.6-8 参照。
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地図１　チュクィート地方とユンガス地域
地図２　チュクィート地方と海岸地域
　　　　（＝ティワナク文化の影響がおよんでいた地域。アルティプラノから海岸にまで広がる）
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　次にこの地域の経済についてみてみよう。この地域の主要財源はリャマやアルパカなど
南米ラクダ科動物家畜（los camélidos sudamericanos domésticos）であった。高地という
生態学的環境から農作物の栽培には大きな制約が加えられ、農業がジャガイモなどの塊茎
作物（tubérculos）や穀物ではキヌア（quinua）   
（7）
の収穫くらいに限られていたためでもある 
 
（8）
。ラクダ科動物は、衣類・布などの原料（獣毛）、食糧（獣肉）、燃料（家畜の糞は乾燥させ
ると燃料になった）、肥料（糞）を人々に供給しただけではない。とくにリャマは荷駄用家
畜としてさまざまな物資（商品）を各地に提供してきたのである。この地域の人々はとくに
アルパカの毛（や肉）を市場に販売したり、役畜（荷駄用家畜）リャマによる輸送手段の提供
を通じて現金を手に入れ、税金（＝貢納、tributo）を納入し、富裕層の場合だと、ポトシ銀
山の強制労働（賦役）（mita）を回避した（「ミタ免除金」の支払いによる）   
（9）
。ところでこの
地域に住む人々は、地元では穫れないトウモロコシや小麦、野菜・果物、コカ（coca）の葉
などの生活必需物資の多くをシエラ以外の場所に求めなければならなかった。しかしそれ
らが育つ場所は遠く離れ孤立していた。西には西コルディレラ山脈が、東にはティティカ
カ湖や東コルディレラ山脈があって遮られているからである。しかしながら人々は、はる
か西方の太平洋沿岸の河川の渓谷部に「列島入植地（colonias archipiélagos）」〔エンクラー
ベ＝飛び地（enclave）〕を設け、そこにトウモロコシや小麦、綿花等の生産場所を確保し
ていた。シエラからの入植者たちはこれらの栽培を行ったほか、グアノ（海鳥の糞）や海藻
（wanu）を調達し、また塩の採掘にも従事していた。その具体的な場所としては、例えば
コスタのサマ（Sama, 現タクナ県タクナ郡の西方を流れるサマ川の流域に位置する）やモケ
グア（現モケグア県の県都）、アリカのリュタ渓谷（現チリ領北部に位置する）などがあげら
れる   
（0）
。これらの産物はアルティプラノへリャマの隊商によって輸送された。また高地の
（7）　キノア（quinoa）ともいう。Antonio Brack Egg, Fernando Bravo Tecsi, Perú legendo milenario  （Lima: 
Universidad de San Martín de Porres, Escuela Profesional de Turismo y Hoterería, 2005）, p.27. 参照。 
（8）　大貫良夫「南部ペルーのアンデス西斜面における環境利用」国立民族学博物館研究報告 5 巻  号（980
年 3 月）45 頁、49-50 頁、66 頁、68 頁、72 頁参照。 
（9）　拙著、28-38 頁。 
（0）　John V. Murra, El mundo andino ..., p.95./559 年以降サマはチュクィート地方に課せられた貢納  万
8000 ペソのうち 40 ペソを負担していた。遠大な距離を越えてサマは、チュクィート地方に課せられた税
金の一部を負担していたのである。モケグアはブドウ酒の一大産地としても知られる。シエラのクスコをは
じめとする主要都市にブドウ酒を供給していた。8 世紀以降はブドウ酒の蒸留酒であるブランデーをもシ
エラに供給し始めた。詳しくは、拙著、23,29-30,02,3,6-22 頁。8 世紀から 9 世紀にかけてモケグア
産ブランデー（aguardiente de uva）のシエラ市場への供給に関しては、以下の論文が示唆に富む。Alicia 
Polvarini de Reyes, "Mercado interno y región Moquegua y las rutas del aguardiente de uva en los siglos 
XVIII y XIX." en Margarita Guerra Martiniere, Cristina Mazzeo de Vivó, Denisse Rouillon Almeida（editores）
, Historias compartidas, economía, sociedad y poder, siglo XVI-XX actas del primer encuentro de historia 
Perú-Argentina（Lima: Pontificia Universidad Católica del Perú, Instituto Riva-Agüero, 2007）, pp.455-49./
増田昭三「ペルー南部における海岸と高地の交流」国立民族学博物館研究報告 5 巻  号（980 年 3 月）0 頁。
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人々は東コルディレラ山脈の東斜面においてもまた同様に入植地を維持・運営・管理して
いた。代表的な入植地としては現ボリビア領のラレカハ、カピノタ、チカヌマなどのユン
ガス地帯にある小村（pueblezuelos）があげられる    
（）
。そこではコカの葉を筆頭にトウモロ
コシ、綿花、インゲンマメ（judía）、サツマイモ、トウガラシ、セロリ（apio）、ユッカ（yuca）、
オカ（oca）   
（2）
などが栽培されていた。高度をさらに下げてみる。東部低地、中でもアマゾ
ン川源流地帯セルバ（selva amazónica、amazonia）は木材（アマゾニア低地以外からは調達
不可能）、蜂蜜、羽毛などをアルティプラノにもたらしていた。これらの産物のうちでと
くに重要な必需品は疑いなくコカの葉であった。これらの調達品の主な対価となったのは、
ラクダ科動物、とくに役畜のリャマ、アルパカの毛とか肉である。
　ところで、チュクィート地方つまりシエラ中枢部にいる人々と、その周辺部の「列島」（las 
"islas" periféricas）にいる人々との間に存在していた関係は注目に値する。プーナ（アンデ
ス高地）のラクダ科動物の獣毛生産者たち、海岸部の海藻の収穫者たち、もしくはセルバ
の建築用材の生産者たちは深い絆で結ばれていた。コスタやセルバに入植していた人々は、
故郷のシエラ中枢部にある塊茎作物やキヌアの育つ土地に対して帰属意識を失ってはいな
かったのである。こうした人々の連帯は血縁関係を通じて育まれ維持されてきた。ティティ
カカ湖沿岸から遠く離れた場所に住みそこで労働していたけれども、周辺部の「列島」の
住人は、プーナの住民と同じ母集団の一部を形成していた。すなわち時空を越えて統合さ
れた経済的社会的機構が共有されていたのである。
２．「垂直統御」とユンガス
　「垂直統御」なる学説がある。正確には「アンデス社会の経済における生態学的階床の
最大限垂直統御（el control vertical de un máximo de pisos ecológicos en la economía de 
las sociedades andinas）」という。米国の人類学者ジョン・ムーラ（John V. Murra）がシ
カゴ大学に提出した学位論文「インカ国家の経済機構」（956年）の中で唱え、知られるこ
とになったものである。物資の生産や補完関係をアンデスにおける海抜高度の次元から生
態学的に説明したものであり、アンデス地域研究に大きな進歩をもたらした   
（3）
。この学説
/ 大貫、前掲論文、76-77 頁参照。 
（）　John V. Murra, El mundo andino ...,p.98. / 拙著、23 頁。 
（2）　オカについては、Antonio Brack Egg, Fernando Bravo Tecsi, op.cit. , p.25. 参照。 
（3）　John V. Murra, The Economic Organization of the Inca State（Greenwich: JAI Press, 980）./John 
V. Murra, "El control vertical de un máximo de pisos ecológicos en la economía de las sociedades andinas." 
en tomo II de Visita de la Provincia de León de Huánuco en 562  por Iñigo Ortiz de Zúñiga （Huánuco: 
Universidad Nacional Hermilio Valdizan, 972）. 垂直統御をめぐる論考の冒頭においてジョン・ムーラは、
「960 年にわれわれが想起したアンデス農業間の相違点やトウモロコシ栽培は、続く 2 年間においていちだ
8（8）
ペルー・シエラ南部プーノ県の社会経済的変化の研究
－ 南米ラクダ科家畜をめぐる諸問題を中心に －
人文論集　第 44 巻　第 ・2 号
は、植民地時代初期のチュクィート地方や現ボリビアのラパス・ユンガス（los yungas de 
La Paz）をモデルにして考えた場合、見事にあてはまるように思われる。
　この「ユンガス」という用語の概念についてもう少しみておく。チュクィート地方の人々
は東方入植地においてだけコカを生産していたのではない。西コルディレラ山脈の西方入
植地においてもまたコカを栽培していたことが知られ、植民地時代においてはアンデスの
東西両斜面が共に「ユンガス」と呼ばれていた。しかし、この「ユンガス」という名称は、
とくにボリビアでは東コルディレラ山脈東部の亜熱帯の渓谷部をさす言葉として一般に使
用される。東西両入植地の規模は6世紀後半以降著しく変化を遂げていき、植民地経済の
新たな展開の過程でアンデス東部斜面ユンガスの重要性がことさら増したのであった   
（4）
。
　そこで次にラパス・ユンガスについて少しみてみよう。ユンガスは限られた空間の中に
さまざまな生態学的階床を有する。植民地経済の枠組みの中で当地の最も重要な資源はコ
カの葉であった。貢納の支払いのために生産されたもので、コカは鉱業中枢であるポトシ
をはじめアルティプラノの都市市場にもっぱら供給された。またユンガスの人々は昔から
食料を獲得するために農作物の栽培に従事し、その余剰のすべてをアンデス高地住民に提
供してきた   
（5）
。ユンガスからの食料品をはじめとする大量の生活必需物資の供給があった
ればこそ、アルティプラノにおける人々の暮らしは成り立ち得た。まさにユンガスこそが
アルティプラノの生命線だったのである。このことの事例には事欠かない。例えば植民地
時代のもう一つの巡察記録には、ラパス・ユンガス北部に位置するソンコ（Sonqo）に送り
込まれていたミティマエス（mitimaes、「移民」の意味）がコカやトウガラシ、果物や野菜
類を大量に、高地にいるそのカシケ（原住民共同体の首長）に届けていたことが記されてい
る。果物としてはとくにパイナップル、アボカド、グアバなどが果樹園で栽培されており、
その多くがアルティプラノへと運ばれていたのである   
（6）
。
んと鮮明になった。イニーゴ・オルティスの巡察（la visita de Iñigo Ortiz）を基礎にワヌコにおいてわれわ
れが行おうとした地方の研究は、アンデス文明の発展における生態学的要因の力を確証したが、このことは
すでにフーリオ・テーヨの業績（Julio C. Tello, 930,942）やカール・トロール（Carl Troll, 93）によって
強調されていたところのものである。アンデスの人々が千年間を通じてそのさまざまの自然環境について身
につけた知覚や知識は、経済のただ一つのマクロシステムに信じられないほどの多様性の組み合わせを可能
にした。本論ではこのシステムの特徴づけを試みてみたい」と述べている。また 972 年  月にサンマルコス
大学の考古学人類学博物館によって組織されたセミナーにおいてマリア・ロストウォロフスキ・デ・ディエ
ス・カンセコは、「生態学的階床の最大限垂直列島」モデルのアンデス世界への全般的・普遍的適用に関して
次のように答えたという。「実際のところ、天候や地理の面で限界を有してきたアンデス世界全体にひとつの
モデルを機械的に適用するにあったっては、別にこれといった理由などない」と。John V. Murra, El mundo 
andino ..., pp.85-87,p.00. 参照。 
（4）　Ibid ., p.7,pp.73-74. 
（5）　Ibid .,p.44. 
（6）　John V. Murra（edición a cargo de）, Visita de los valles de Sonqo en los yunka de coca de La Paz
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　以上は、とくにスペイン人による征服直後の状況であるが、続く7，8世紀の植民地時
代、独立後の9、20世紀と、数百年の時を経た今日において、「チュクィート地方」や「ラ
パス・ユンガス」も大きく様変わりしている。かつては先住民人口の一大密集地だったチュ
クィート地方の7つの村も今では県都のプーノ市や交通の分岐点フリアカ市の登場によっ
て周辺部に追いやられ、プーノからティティカカ湖西岸経由でボリビア領の国境の町デサ
グアデーロもしくはコパカバーナに向かう陸上交通の通過点に過ぎなくなっている。ラパ
ス・ユンガスは今では保養地としても知られ、とくに欧米先進国から大勢の外国人観光客
を毎年受け入れている。そもそも「垂直統御」の概念は、商業的経済システムを必要とす
ることなしに海抜高度に基づく生態学的階床の最大限能力を利用するという、共同体の自
己完結性を切望するという前提から出発している   
（7）
。古い時代に遡れば遡るほど、「垂直
統御」学説は信憑性を帯びるにちがいない。可能ならば、自給自足的経済体制が支配的で
あったインカ時代に遡って見てみるといいだろう。
　ユンガスは8世紀にフリアン・アパサ（Julián Apaza）〔＝トゥパック・カタリ（Túpac 
Catari）〕が商売のためにしばしば出かけて行き、反乱を指揮した場所である。ラパス市
をはじめとするボリビア・アルティプラノ（高地）の政治・経済・社会・歴史・文化を理解
するには、まずもってこのユンガス地域に赴くことからはじめなくてはならないだろう。
2000年8月、筆者は2度目のユンガス行きを決行したのだった。今度はコロイコをめざし
た。前回（997年8月）のチュルマニ行きの場合と同様、往復路ともに旅は緊張の連続だっ
た。往路の途中、谷底に落ちたトラックの残骸を目の当たりにした。数日前に事故は起き
たとのことで、ちょうど親族が集まって弔っている場面に遭遇した。ある旅行ガイドブッ
クによると、ラパス─ユンガス間の交通事故による死者の数は年間200人に達するという。
コロイコでは身の程をわきまえず５つ星ホテルに宿泊したが、このホテルの従業員の人
とラパスへの帰りのバスの中で話す機会があった。この従業員の男性は週の半分をラパス
市内の目抜き通りである7月6日通りのレストランで働き、残り半分をコロイコのホテル
に勤務するという生活を送っていることがわかった。ユンガスに行った日本人は私くらい
なものだろうとたかをくくっていたが、ラパス市民にとってユンガスに赴くことは日常茶
飯事なのである。
II　  現在のプーノ県
［568-570］（Madrid: Sociedad Estatal Quinto Centenario, Instituto de Estudios Fiscales, Instituto de 
Cooperación Iberoamericana, 99）./ Angelis-Harmening, op.cit .,p.45.「ミティマエス」なる用語は、ケチュ
ア語の "mitmaq"（その複数は "mitmaqkuna"）に由来する。 
（7）　Ibid .,p.65. 
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　本章では、現プーノ県の地勢を検討し、その行政区分を植民地時代枠とも比較しつつ見
てみる。さらに当県の人口動態を歴史的観点をも含めてさまざまな角度から分析する。幼
児死亡率や原住民系言語についてもふれる。そしてアンデス高地アルティプラノの生態学
的環境利用という観点から土地利用をも含めて当県の農業、牧畜業などについてみてゆく。
その結果、ラクダ科家畜とくにアルパカ獣毛の重要性が浮上してこよう。
１．プーノ県の地勢・行政区分など
　プーノ県〔Departamento （=Región） de Puno〕はペルー共和国の南東部に位置する（地
図3参照）。プーノ県の面積はおよそ7万2382平方キロである。全体の70％はコヤオ（Collao）
地図３　現在のプ ノー県の地図
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のアルティプラノ（altiplano）である。残りの30％は山岳高地ならびにセルバ（selva, アマ
ゾン川源流の森林部）である（このセルバはマドレ・デ・ディオス川の源流域であり、カ
ラバヤ郡とサンディア郡に位置している）。東部および南東部にはボリビア共和国との国
境がある（標高3808メートルにして面積8300平方キロ、最大深度284メートルのティティ
カカ湖を挟む）。北部にはマドレ・デ・ディオス県が、南西部から南部にかけてはモケグ
ア県とタクナ県が、西部にはクスコ県、アレキパ県がそれぞれある。プーノ県の誕生は
822年4月26日付けの「選出規則」（el Reglamento de Elecciones）による。県都はプーノ
市である。プーノ市は668年月4日、スペイン国王カルロス2世の統治時代（Carlos II, 
在位665~700）〔ペルー副王ペドロ・フェルナンデス・デ・カストロ、レモス伯（Pedro 
Fernández de Castro, Conde de Lemos、在位667~672）   
（8）
の時代〕にサン・カルロス・デ・
プーノ（San Carlos de Puno）の名のもとにスペイン人によって設置された   
（9）
。当時プーノ
市（プーノ地方の首都）の推定人口は0万2000人であったといわれる。
　2005年の統計によるとプーノ県の人口は24万5478人。人口密度は平方キロ当り6.66人
（2000年の統計）である。3郡（provincias）、08地区（distritos）からなる。3郡の詳細は、プー
ノ郡（プーノ）、アサンガロ郡（アサンガロ）、カラバヤ郡（マクサニ）、チュクィート郡（フ
リ）、エル・コリャオ郡（イラベ）、ワンカネ郡（ワンカネ）、ランパ郡（ランパ）、メルガル
郡（アヤビリ）、モホ郡（モホ）、サン・アントニオ・デ・プティナ郡（プティナ）、サン・ラ
モン郡（フリアカ）、サンディア郡（サンディア）、ユングーヨ郡（ユングーヨ）である〔（　）
は郡都〕。都市人口比率は39.2％、経済活動人口比率は28.9％である。鉱物資源としては銀、
鉛、銅、亜鉛、金、錫があげられる。ミンスル会社（Minsur,S.A.）などの中小企業によっ
て開発されている。ベレグーリュ（Beregullu）は200社あまりある有力商社の一つである。
アマゾン川の源流イナムバリ川支流サン・ガバン川の水流を利用して水力発電が営まれて
いる。イナムバリ川やタンボパタ川流域には金の精錬所、セメント・手工芸品・炭酸飲料
の工場があるが、工業中枢はもっぱらフリアカ市に集中している。ティティカカ湖に浮か
ぶタキーレ島には太陽光発電施設がある。ボリビア側には国境の町デサグアデーロがある
が、そこは商業上重要な拠点である。またユングーヨからボリビア領に入ったところには
コパカバーナの町がある。プーノ県の広大なプーナ（アンデス高地）では先スペイン期から
家畜が飼育されてきており、当県では牧畜業がとりわけ盛んである。農業部門に関しては
シエラのジャガイモ、オオムギ（cebada）、キヌア、オユコ（olluco）   
（20）
、オカ、ソラマメ（haba）
（8）　レモス伯の旧邸が今もプーノのカテドラル北側に残っている。 
（9）　José Luis Ayala, El lago de los brujos（Lima: Editorial San Marcos, 2007）,p.7. 
（20）　Antonio Brack Egg, Fernando Bravo Tecsi, op.cit ., p.9. 参照。 
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が、セルバではコーヒー、果物、バナナ、ユッカ、コカの葉の収穫が知られる   
（2）
。
　かつてのチュクィート地方（＝ルパカ）は現在は当県のプーノ郡、エル・コリャオ郡、チュ
クィート郡、ユングーヨ郡という4つの郡にわたって位置している。つまりかつての7つの
村落のうち、チュクィートとアコラはプーノ郡に、イラベはエル・コリャオ郡に、フリ、
ポマタ、セピタはチュクィート郡に、ユングーヨはユングーヨ郡にそれぞれ属している（地
図3参照。南緯6度前後に位置する）。
　当県のインフラについて見てみよう。999年にプーノ県の道路網は合計527キロに達し
ていた。ペルー国内の総道路網の6.56％にあたる。舗装道路は629キロである。プーノ県
は植民地時代ではクスコ、アレキパ、ボリビアの諸都市を結ぶ結節点であった。その状態
は現在では新たな重要性を帯びている。というのもプーノ県にはボリビアに海への出口を
提供する幹線道路や鉄道が通過しているだけでなく、大西洋と太平洋を結ぶ大陸横断道路
が通過しているからでもある   
（22）
。
２．人口動態
　プーノ県の人口分布についてみてみよう。スペイン人が到着した当時のインカ帝国時代
におけるプーノ地域の人口についてははっきりしない。人口を登録するという習慣がな
かったからである。しかし一般に言われるところでは000万人くらいいたという。その後
原住民人口は減少の一途を辿る。デービッド・クック（Noble David Cook）は530年にお
けるシエラ南部の原住民人口を00万人とする。00年後には30万人に減少していた。大半
の歴史家がこうした人口減少の理由をスペイン人が新大陸にもたらした流行病（epidemia）
の蔓延にもとめている。新大陸の原住民は病原菌に対して免疫力がなく、疫病が流行ると
原住民の多くが死んだ   
（23）
。スペイン人による征服や戦争が人口減少に大きく拍車をかけた。
気象変動や飢饉の発生、副王トレドによるレドゥクシオン（reducción、原住民集住政策）
（2）　（Carlos Gisbert（dirección）, Enciclopedia del Perú  （Barcelona: Grupo Editorial Oceano, 2000）, 
pp.235-237./ インカの時代以来原住民のケチュア人とアイマラ人はアルティプラノにおいて平穏に共生して
きたが、アイマラ地帯に属するのはチュクィート郡、エル・コリャオ郡、ユングーヨ郡など一般に南部の諸
郡に多い。これに対してケチュア地帯に属するのはアサンガロ郡、カラバヤ郡、メルガル郡など北部の諸
郡である。Aldo Ponfichi y Juan Luis Dammert B., "Capítulo 3: Participación, convertación y confrontación 
en Puno. la mesa de concertación para la lucha contra la pobleza." en Aldo Ponfichi editor, Participación 
ciudadana en el Perú: disputas, confluencias y tensiones（Lima: Fondo Editorial, PUCP, 2007）, p.02. 
（22）　El diario La República, Gran Atlas del Perú　（Lima:　Ediciones PEISA S.A.C., 2005）, p.294. 
（23）　インカ皇帝ワイナ・カパックの死（524 年末）もスペイン人がもたらした病原菌（パナマ方面から伝
染してきた）に起因するといわれている（la primera epidemia andina y la muerte de Huayna Cápac）（第
3 回目の探検によってフランシスコ・ピサロの一行がペルーにやって来る以前の出来事）。クックによる指摘
がある。David Cook,"El impacto de las enfermedades en el mundo andino del giglo XVI."en Histórica ,Vol.
XXIII,No.2（Lima: diciembre 999）,pp.345-35. 
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の実施、貢納、エンコメンデーロや地主などへの人的奉仕、ポトシ銀山におけるミタ（mita、
強制労働）もまた人口減少に関係した   
（24）
。
　人口減少を地域別に見てみよう。7世紀にシエラ南部の大半の地方では「よそ者の原住
民（los indios forasteros、以下、「フォラステーロ」と称する）」の増加が目立った。彼ら
はミタや貢納の義務を回避するために、所属する共同体アイユ（ayllu）から逃亡した者で
ある。その大半はアシエンダや織物工場（obraje）の専属労働者となったり都市で仕事を見
つけるなどした。セルバ地帯に逃亡した者も多い。当然のことながら原住民共同体におい
て労働力の変化が生じた。アルティプラノではチュクィート地方においてこの傾向がとく
に顕著であった。国王直轄領やイエズス会が進出したフリでは原住民が保護されたため、
それほど変化はなかったといわれる。フリにおけるフォラステーロの数は634年ではおよ
そ6000人であったという。当地方の中心部という場所柄フォラステーロを引きつけたのだ
ろう   
（25）
。人口減少は7世紀末には止み、以後回復に向かう。8世紀末には580年のレベル
にまで回復したという。9世紀になると人口は増加を遂げた。この人口増加はポトシ銀山
の凋落ならびにミタ制の廃止に関係しているように思われる   
（26）
。20世紀にはスペイン人が
到着する以前の人数にまで戻った。876年の人口統計に見られる都市部と農村部の人口比
は現在とはかなりかけ離れている。都市部の人口でみると、例えば当時のワンカネはプー
ノよりも人口が多かった   
（27）
。
　植民地時代では人口は教区とかミタの関係、生産活動等に左右された。共和国になって
からは、交通（道路網の整備や鉄道の敷設）が重要な役割を演じることになった。例えば、
プーノ県がクスコ県とかアレキパ県に結びつけられると、幹線道からはずれた周辺部は格
下げになった。プーノ市は県都して地方自治の中心地となった。870年代に鉄道が設置さ
れると、とくにフリアカは大きな影響を受けた   
（28）
。それ以前には小さな村にすぎなかった
が大きな町に変貌する。
（24）　El diario La República, Gran Atlas del Perú .,  p.295. 
（25）　Norman Meiklejohn, La iglesia y los lupacas durante la colonia（Cusco: Centro de Estudios Rurales 
Andinos "Bartolomé de las Casas", 988）, pp.9-246. 
（26）　そのいっぽうで金鉱山や銀鉱山は新たな村落を出現させ、原住民の移動を促した。 El diario La 
República, Gran Atlas del Perú ., p.296. 
（27）　Ibid .,  p.297. 
（28）　889 年、ペルーはイギリスとグレース条約（Contrato Grace）を締結。翌年に設立されたイギリス系
ペルー会社は、ペルー南部のモジェンドからアレキパ（872 年）、プーノ（876 年）、クスコ（907 年）を
結ぶ鉄道を敷設した。〔（　）内の年表示は鉄道路線が敷かれた年を示す〕。フリアカは道路と鉄道の両面で
クスコとプーノへの分岐点になった。またこれと平行してリマ市とパスコ県、フニン県を結ぶ鉄道路線も
拓かれた。こうした鉄道敷設の詳細をめぐっては、Elio Galessio Castaneda, Ferrocarriles del Perú（Lima: 
ARUNTANI, 2007）. 参照。またフリアカには空港があり、リマ、クスコ、アレキパを結んでいる。 
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　プーノとフリアカ両市はプーノ県発展の新しい基地となった。大量の移住者が流入した
からである。940年にプーノ市の人口は万3800人、フリアカ市の人口は6000人であった。
20年後になると、フリアカ市の人口は2万400人となり、プーノ市の人口（2万4500人）に迫っ
た。970年にその差はさらに縮んだ。プーノ市の4万500人に対してフリアカ市は3万900
人である。98年にプーノ市（6万7600人）はフリアカ市（7万7200人）に抜かれた。2000年に
はそれぞれプーノ市が3万4200人に対してフリアカ市は20万800人と見込まれている。
　現プーノ県の人口動態については第表に詳しい。プーノ県の人口は2004年では29万
第 1 表　プーノ県の人口統計（1972 年、1981 年、1993 年、2004 年）
郡名（3 郡）
人口統計（単位 : 人） 人口分布割合（単位 :%） 年間増加率（単位 :%）
972 年 98 年 993 年 2004 年 98 年 993 年 2004 年 9/8 年 8/93 年 03/04 年
プーノ 55738 8366 205 22607 9.9 8.6 7.4 .7 .0 .0 
アサンガロ 454 8620 42070 62788 3.0 2.9 2.6 0.4 .5 . 
カラバヤ 3376 33839 47942 6330 3.7 4.3 4.7 0.8 2.9 .7 
チュクィート 78507 85453 94068 04854 9.4 8.5 8. 0.9 0.8 .2 
エル・コヤオ 53987 64752 78745 9452 7. 7. 7.3 2.0 .6 .5 
ワンカネ 86457 82295 82293 93567 9.0 7.5 7.2 -0.5 0.0 . 
ランパ 38442 39859 4457 50387 4.4 4.0 3.9 0.4 0.9 .2 
メルガル 5499 62952 74039 8738 6.9 6.7 6.7 .5 .4 .5 
モホ 2764 28206 33664 39754 3. 3. 3. 0.4 .5 .5 
サン・アントニ
オ・デ・プティー
ナ
6599 96 28844 3808 2. 2.6 2.9 .6 3.5 .7 
サン・ラモン 68928 0536 7202 224492 .6 5.6 7.3 4.8 4.2 .6 
サンディア 4333 4538 50895 5773 5.0 4.6 4.5 0.5 .0 . 
ユングーヨ 43228 43420 49345 56479 4.8 4.5 4.4 0.0 . .3 
合計 8372 90377 03689 29703 00.0 00.0 00.0 .3 .6 .3 
出所：El diario La Republica, Gran Atlas del Perú  （Lima: Ediciones PEISA S.A.C.,2005）,p.295.
703人である   
（29）
。980年から990年にかけての年間人口増加率は、国の平均が2.6％である
のに対して.3％と低い。しかし当県の新生児（2万8900人）は国平均（2万6800人）を上回る。
この明らかな矛盾は、幼児死亡率の高さのみならず、コヤオ地域の特質に起因する。つま
り他地域への出稼ぎによる人口流出である。
（29）　940 年、96 年、972 年、98 年、993 年、2005 年のペルー全国ならびに 25 県の人口統計がある。
2005 年のペルーの全人口は 265 万 2265 人であり、このうちプーノ県の全人口は 24 万 5478 人であった。
詳しくは以下参照。Carlos Contreras/Marcos Cueto, Historia del Perú contemporáneo desde la luchas por 
la Independencia hasta el presente（Lima: IEP,Fondo Editorial Pontificia Universidad Catórica del Perú  y 
Universidad del Pacífico, 2007）, p.38. これに記載されている人口統計と、第  表の人口統計との間には若干
の差がある。 
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　プーノ地帯はいつも人口の流出地であった。この傾向は9世紀から今日に至るまで変わ
らない。流出先はかつてはアレキパ、クスコ、タクナの各都市であった。現在ではこれに
リマ市が加わる。940年にプーノ地域からリマ市への流出者数は7557人であった。当時プー
ノ県の人口は3万5688人であった。4年後、流入者数は2万8650人、流出者数は2万633人
に上った。993年では流入者3万6024人に対し流出者は29万7487人であった。
　プーノ県の場合幼児死亡率は2000年では59人/000人である。アプリマック、クスコ、
ワンカベリカ、ワヌコの諸県を上回る。公共サービスに弱点がある。例えば医療サービス
についてみると、医師の数が絶対的に不足する。人口万人当り3人の医師しかいないのが
現状である。公共の水道にアクセスできるのは29.8％の家庭に限られる。下水道の設備が
あるのは6.7％の家庭のみである。電気の配給を受けているのは53.3％の家庭にとどまる。
国平均ではそれぞれ水道60.8％,下水道45.％,電気69.9％であるから、大幅に平均を下回る。
プーノ県の人口の78％が貧困者である。貧困の程度はワンカベリカやワヌコの諸県とほぼ
同じである。
　当県で使用されている原住民系言語についてみてみよう。一般にアイマラ語、ケチュア
語が原住民系の間で話されている。ケチュア語が話されているわけは、先スペイン期に遡
り、インカの征服によってその言語であるケチュア語の使用がこの地域でも強いられ、以
後広まったためである。しかしルパカやワンカネ地域のように政治的・文化的に自立性が
強かった地域では、元々からのアイマラ語が保持されたのである   
（30）
。
３．生産
　プーノ県アルティプラノの海抜高度は3800メートルから4500メートルにおよぶ。アンデ
ス高地に特有のイネ科の植物が大地を覆う。年は雨期と乾期に分かれる。高地ゆえに農
作物の生産には大きな限界がある。そこで牧畜業に占める比重が大きくなる。プーノは南
米ラクダ科動物やヒツジの最大級の生産地である 。現在牧畜業において最重要視される
部門は獣毛の生産である。少しでも品質のいい毛を集めようと、家畜の品質改善に向けて
ペルー農業省をはじめとする公的機関はもとより研究所や大学など一般の研究機関にも期
待が寄せられ、取り組みが期待されている。（アンデスのラクダ科動物についてわが国で
は稲村哲也の貴重な研究がある。アンデスの牧畜の最大の特徴として稲村は、乳を使用し
ないことと、定住的であることの二つをあげている。またアンデスでは標高差によって牧
畜地域と農耕地域がはっきり区別され、牧畜は農耕と安定的に結びついていることや、牧
畜に従事する家族は常に拡大家族の形態をとり、家族毎に平均20平方キロほどの放牧領域
を占有し、その領域内で平均数百頭のラクダ科家畜を飼育していることなどアンデスの牧
（30）　El diario La República, Gran Atlas del Perú ., pp.298-299. 
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畜、牧民の生活全般について詳細に述べている   
（3）
）。
　まずもってプーノ県の土地利用の状況をみてみよう。プーノ県の土地の全面積は723万
8244ヘクタール。可耕地面積は27万6000ヘクタールである。全体に占める可耕地面積の割
合は 3.8％と低い。現在開拓されている土地の面積は万5000ヘクタールである。プーノ
県全面積のわずか0.2％にすぎない。牧草地の面積は256万5000ヘクタールと広い。全体
の35.43％を占めている。次に木材の生産が可能な土地面積は35万ヘクタールである。 プー
ノ県全体の4.84％だ。耕作できない土地の面積が403万2244ヘクタールもある。なんとプー
ノ県全体の55.7％を占めている。また『ペルー大百科事典』の「プーノ県の農業用地と
牧畜用地面積の構成」によると、プーノ県における非農地面積と農地面積の比率は90.％
対9.9％であり、非農地面積に占める牧畜用地面積（289万742ヘクタール）の割合を8.7％
としている   
（32）
。
　これらの数値をざっと見渡すと、プーノ県において将来に大きな期待がもてる土地は牧
草地ということになる。しかし牧草地といってもランクがある。最良の牧草地となるとさ
（3）　稲村哲也『リャマとアルパカ　アンデスの先住民社会と牧畜文化』（花伝社、995 年）、稲村哲也「ア
ンデスのラクダとユニークな家畜」〔細谷広美編著『ペルーを知るための 62 章』（明石書店、2004 年）〕
206-20 頁。南米ラクダ科動物４種類のうちアルパカ（alpacas）とリャマ（llamas）は家畜（doméstico）
（両者は紀元前 500 年から紀元前 000 年にかけて家畜化されたといわれる）、ビクーニャ（vicuñas）とグ
アナコ（guanacos）は野生（silvestre）である。詳細は稲村、前掲書、79-82 頁。また 2008 年 2 月に筆者
は、DESCO（開発研究推進センター Centro de Estudios y Promoción del Desarrollo）の、南米ラクダ科動
物の研究者であるイラリオ・アキノ・キスペ技師（Sr.  Hilario Aquino Quispe）から貴重なレクチャーを受
けた（haquinoq@hotmail.com.）。現在アンデス農民の大半が牧畜に従事する。農耕と牧畜は農民にとって不
可分である（agropecuarios）。アルパカの毛は国内外で重宝されるが、その肉（干肉は charqui という）も
たいへん人気がある。リマのスーパーでも普通に売られているほか、各都市のレストランでもその肉料理
は好評である。Hugo Carrillo Cavero（Edición General）, Alpacas: el gran sabor andino（Lima: DESCO, 
2004,2005）./Carlos Renieri, Eduardo Frank, Óscar Toro（coordinadores）, Camélidos sudamericanos 
domésticos investigaciones recientes（Lima: DESCO=Centro de Estudios y Promoción del Desarrollo, 2006）
, pp.293-32./ 世界のアルパカの分布に占めるペルー・アルパカの比重は大きい。世界全体のアルパカの 82
％をペルーが占めている（かつては 90％を占めていたという）。残りの 8％は米国、ニュージーランドな
どにいる。またアンデスにおける役畜（荷駄用家畜）としては、リャマ、ウマ（caballos）、ブーロ（＝ロバ
burros）、ラバ（mulos）が知られる。このうちウマとブーロはヨーロッパからもたらされたものでラクダ科
動物ではない。ラバはウマとロバのかけ合わせである。役畜としてはラバがとくに優れている。ラバは子供
が産めない。筆者が 8 世紀のシエラ南部における物資の輸送手段を調べていたとき、その主役であったラバ
が常に現アルゼンチン北西部からもたらされていたことの理由がよくわからなかったが、今回納得できた。
グアナコの行動範囲は広く海岸からシエラまで広範囲を移動する。グアナコの分布密度は稀薄であり捕獲に
は苦労が要る。アルパカとビクーニャ（シエラに生息し行動半径は狭い）は類似性が高く、かけあわせるこ
とも可能である。ただしそのさいビクーニャはメスに限られる（相手はアルパカのオス）。交尾には時間がか
かり、45 分から  時間くらいを要するという（首都大学東京の大山修一准教授や稲村教授の助言による）。 
（32）　Departamento de Creación Editorial de Lexus Editores, Gran Enciclopedia del Perú ., p.949./994 年 の
土地利用の形態を全国レベルでみると、牧畜用地の比率が 79.6％、農業用地が 8.8％であった（残り .6％は
山岳部、森林部などである）から、ペルーでは全般的に農業用地に比べて牧畜用地の割合が大きいことがわ
かる。 
ペルー・シエラ南部プーノ県の社会経済的変化の研究
－ 南米ラクダ科家畜をめぐる諸問題を中心に －
（7）7人文論集　第 44 巻　第 ・2 号
らに限られる。上に示した牧草地面積全体（256万5000ヘクタールもしくは289万742ヘク
タール）の0％程度との声も聞かれる   
（33）
。
　以下では、プーノ県における各部門の生産活動状況についておおざっぱにみてみよう。
（１）農業
　第2表が示すようにプーノ県では農業が盛んである。とくにカニワ（cañihua）（93.8％）、
第 2 表　2001 年、プーノ県の農業生産（農産物の単位 :1000 トン）
農産物 プーノ県 ペルー全体
ペルー全体に占め
るプーノ県の農産
物の割合（%）
アルファルファ 99.4 5476.8 .82
コーヒー 6. 59.9 3.78
カニワ 3.6 3.8 93.78
オオムギ 9.7 77.4 .2
タマネギ 7. 45.4 .72
乾燥ソラマメ 5.9 45. 3.09
生乾きのソラマメ 52.9 65.8 4.47
トウモロコシ 3.7 254.7 .45
ミカン 2.2 29.5 .66
マシュア 4.6 35.5 3.05
オレンジ 24.9 278.5 8.94
オカ 29.8 9.6 24.89
オルコ 6.4 43.9 4.43
ジャガイモ 30.5 2680. .59
パイナップル 4.2 49.3 2.82
キヌア 5.5 22.3 69.29
タルイ .4 9.9 3.93
出所：El diario La República,op.cit .,p.294.
キヌア（69.3％）、オカ（カタバミの一種）（24.9％）、タルイ（tarhui）（3.9％）、ソラマメ
（3.％）、マシュア（mashua）（3.％）   
（34）
、ジャガイモ（.6％）といったシエラに特有の高
地産品は、ペルー全体において首位を占めていることがわかる〔（　）内の％の数字はペルー
（33）　El diario La República, Gran Atlas del Perú ., p.293. 
（34）　 カ ニ ワ、 タ ル イ、 マ シ ュ ア に つ い て は、Antonio Brack Egg, Fernando Bravo Tecsi, op.cit ., p.8, 
pp.20-2. 参照。 
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全体の生産高に占める割合である〕   
（35）
。とくにカニワとキヌアの生産は圧倒的である。主
食として欠かせないジャガイモがペルー全体の2％近くを生産することにも注目したい。
同様にソラマメやオオムギの生産も重要だ。近年、灌漑施設を整備して生産効率が少しで
もいい農作物を求めて「ティティカカ湖特別計画（el Proyecto Especial  Lago Titicaca）」
が進められている。進取の技術を導入することによって農業の可能性を増大させるべく力
を尽くしている。最後に当県のセルバ地帯であるが、古くからアルティプラノの人々がこ
れらの領域に流入した。シエラでは取れないコカの葉をはじめとして必需品を獲得するた
めであった。原住民であるワラヨス人（huarayos）が住みついていた  
（36）
。
（２）牧畜業
　第3表が示しているようにプーノ県を代表するラクダ科動物家畜といえばアルパカであ
第 3 表　2001 年、2006 年、2007 年プーノ県における家畜（野生種ビクーニャ
を含む）の種類と頭数
　　　　〔アルパカとリャマの頭数記録は 2006 年の統計にもとづく。ビクー
ニャの頭数記録は 2007 年の統計に、またその他の家畜の頭数記録
は 2001 年の統計による〕
家畜（野生種ビクー
ニャを含む）の種類
プーノ県に存在す
る家畜（野生種ビ
クーニャを含む）
頭数
ペルー全体に存在
する家畜（野生種
ビ ク ー ニ ャ を 含
む）頭数
ペルー全体に占め
る プ ー ノ 県 の 家
畜（野生種ビクー
ニャを含む）の割
合（%）
ウシ 587260 4977504 .80 
ヒツジ 386080 4259053 27.08 
ブタ 92330 2779550 3.32 
ヤギ 469 2004374 0.02 
リャマ 435000 24979 34.82 
アルパカ 988000 3596753 55.27 
ビクーニャ 28733 8950 5.38 
ニワトリ 484000 84743000 .75 
合計 8237793 3057940 7.29 
出所 : ラクダ科動物の頭数は CONACS（南米ラクダ科動物国立審議会）　（2008 年 2 月
に入手）が作成した統計（本稿最後の付録にすべてを掲載）に基づき、その他は、
El diario La República , op .cit ., p.294.
る。2006年の統計によると、同県のアルパカの頭数は98万8000頭である。ペルー全体の
（35）　Departamento de Creación Editorial de Lexus Editores, op.cit .,p.294. 
（36）　Ibid .,  p.29. 
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アルパカ頭数は359万6753頭であったから、プーノ県のアルパカがペルー全体のアルパカ
頭数に占める割合はおよそ55.3％である   
（37）
。これは驚嘆に値する数である。これに続くの
がリャマである。リャマの頭数はペルー全体の約35％を占めており、これも圧巻である。
野生種であるビクーニャの頭数も多い。ペルー全体の5％強を占めている。ラクダ科動物
ではないがヒツジの頭数もきわめて多い。ペルー全体の27％を占める。ウシの飼育も盛ん
でありペルー全体の2％を占める 。ほかにブタ、ヤギ、ニワトリも飼育されている。こ
うしてみると、プーノ県はペルーきっての牧畜地帯であることが理解されるのである   
（38）
。
（３）鉱業
　植民地時代（7世紀後半）からプーノ地域は鉱業で知られていた。大規模な銀山であるサ
ン・アントニオ・デ・エスキラッチェ鉱山（las minas de San Antonio de Esquilache）、ラ
イカコタ鉱山（la mina Laicacota）、カラバヤ金鉱山（la mina de oro de Carabaya）などが
とくに有名であった。プーノ地域は鉱業の拠点のひとつであった。しかしこれらの鉱山は
8世紀に凋落が始まり、9世紀から20世紀にかけてその停滞ぶりは顕著になった   
（39）
。現在
プーノ県から銀は産出されない。金の生産量も低迷ぶりを隠せない。999年の金の産出量
はわずか3804キロであり、2000年は345キロであった（国全体のそれぞれ3％、2％強を占
める）。今日では他の鉱物生産に目が向けられている。例えばメルガル郡のサン・ラファ
エル鉱山では錫3万5000トン（年間）が産出されている  
（40）
。
（４）その他の産業
　当県では上に述べたもの以外では工業はほとんど発達していない。ペルー全体の１％以
下に留まる。しかしながら近年発展が見られるものに観光産業があげられる。997年から
999年にかけての短期間にプーノ市やフリアカ市の登録されたレストランで働く人の数は
（37）　プーノ県に続くのがクスコ県（2.8％）、アレキパ県（9.94％）、ワンカベリカ県（6.23％）、アプリマ
ック県（5.9％）、アヤクチョ県（4.34％）、である〔（　）内の％の数字は 2006 年の統計に基づくペルー全体
のアルパカ頭数に占める各県の割合である〕。これらの県を合わせたアルパカ頭数の合計比はペルー国全体
の 95％を超える。アルパカはペルー南部地域に集中的に分布していることがわかる。 Daniel Torres, "Entre 
el pasado y la innovación, la fibra de alpaca en el sur peruano." en Atilio Arata y otros, Perú hoy, mercados 
globales y （des）articulaciones internas（Lima: DESCO, 2007）, p.304. 
（38）　El diario La República, Gran Atlas del Perú .,  p.294. 
（39）　 詳 し く は、Edwin Loaiza Choque, "La realidad y perspectivas de la minería en Puno." en Puno 
Cultura y Desarrollo  （Publicación Periodica de la Asociación Cultural Brisas del Titicaca）, No.3（Primer 
Trimestre-2006）（Lima, Perú: marzo de 2006）,pp.27-28./Luis Miguel Glave, De rosa y espinas economía, 
sociedad y mentalidades andinas, siglo XVII（Lima: IEP, Banco Central de Reserva del Perú Fondo 
Editorial, 998）,pp.303-320. 参照。 
（40）　El diario La República, Gran Atlas del Perú ., pp.293-294. 
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228人から503人に上昇したとの報告がある。プーノ県の経済にとって観光産業は将来有望
といえよう   
（4）
。
III   現代プーノ県小史
　プーノ県は南米ラクダ科動物をはじめとする家畜の宝庫とも言うべき地域である。とく
にプーノ県に分布するアルパカの頭数は98万8000頭であり、それがペルー全体のアルパ
カ頭数（359万6753頭）の55％以上を占めている点については前の節で述べた。現在ペルー
の牧畜業において最も重要視されている商品はラクダ科動物とくにアルパカの毛である
（野生種であるビクーニャの毛の商品価値はアルパカの数倍に上るけれども、全体的見地
からみた場合、ビクーニャは数が著しく限られており、メジャーであるアルパカの毛に衆
目が集まるのである）。
　本章ではプーノ県におけるアルパカ家畜ならびにその毛の小生産者をとりまくこれまで
の歴史や社会的環境について考察する。プーノ県の小史─原住民農民による抵抗の歴史を
概観した後、農地改革の結果などについて検討する。
１．小史─原住民農民による抵抗の歴史
　プーノ県は植民地時代から原住民反乱が多発してきた土地である。例えば8世紀のトゥ
パック・アマルの反乱（la rebelión de Túpac Amaru）にさいして、アサンガロとランパの
カシケ〔インカ皇帝ワイナ・カパックの末裔と自称し、サリナス侯の称号をもつアサンガ
ロのカシケ、ディエゴ・チョケグゥアンカ（Diego Choqueguanca）とランパのカシケ、ベ
ルナルド・サカカワ（Bernardo Sacacahua）をさす〕が反乱軍の側にではなく当局側につ
いたことが知られるが、しかしその後、当県のほぼ全域が反乱軍の手に落ちた。ペルー側
（北部）からはトゥパック・アマル軍（tupamaristas）が到着し、ボリビア側（南部）からはトゥ
パック・カタリ軍（cataristas）が到来して一大戦場と化した経緯がある   
（42）
。
（4）　Ibid ., p.294. 
（42）　拙著、92 頁、205 頁、235-238 頁、294-295 頁。/ 拙稿「8 世紀アルトペルーにおけるトゥパック・カ
タリの反乱の展開序論 - トゥパック・アマルの反乱と比較して -」『人文論集』第 36 巻，第  号，神戸商科大
学学術研究会，2000 年）43 頁、6 頁、67 頁、69 頁。780 年の大反乱の時期、現プーノ県南部のチュクィー
ト地方（プーノ市を含む）とパウカルコーリャ地方（ワンカネ、モホを含む）（＝アイマラ文化圏）とはラパ
ス司教区に属していた。8 世紀には行政機構の改革が進められ、776 年にラプラタ副王領がペルー副王領か
ら分離し、784 年にペルー副王領では７つのインテンデンシアが出現した。プーノのインテンデンシアはこ
れには含まれずラプラタ副王領ラパス司教区に位置づけられていた（ランパ、アサンガロ、カラバヤ地区は
クスコ司教区に属した）。787 年にクスコのアウディエンシアが誕生すると、それはプーノのインテンデン
シアに対して管轄権を行使するに至り、最終的に 796 年にプーノのインテンデンシアはランパ、アサンガロ、
カラバヤ地区を併合しペルー副王領に組み入れられた経緯がある。/8 世紀プーノ地域における原住民反乱
の研究書としては、Augusto Ramos Zambrano, Puno en la rebelión de Túpac Amaru（Puno:Universidad 
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　82年にペルーはスペインの支配から独立して共和国となったが、9世紀以降も原住民
インディオや混血たちの社会的地位や状態は植民地時代とほとんど変わらないどころか、
むしろ独立後、状況は悪化していったと言えよう。プーノ地域の農村社会は基本的に2つ
の機構によって維持されてきた。農民共同体（la comunidad campesina）とアシエンダ（ラ
ティフンディオ）（la hacienda,latifundio,大私有地）である。土地の所有をめぐって両者は互
いに対決してきた。この闘争において原住民はときには支配者に敗れ、またときには猛烈
な反撃に出るのであった。共和国になってからもプーノ県は原住民反乱の多発地域として
知られてきたが、この背景には9世紀後半にペルーが太平洋戦争での敗北後、深刻な構造
的危機に陥り、急速にイギリス資本への依存を強めていったという事情がある。889年に
はグレース条約が締結され、翌年に設立されたイギリス系ペルー会社によってペルー南部
のコスタからシエラにかけて鉄道が引き続いて敷設された。南部のモジェンド港─アレキ
パ（872年）─プーノ（876年）─クスコ（907年）に至る路線の完成である   
（43）
。しかしこの鉄
道路線はシエラ南部の伝統的社会を大きく変化させ、牧畜アシエンダの増加・拡大をもた
らす幕開けとなった。まずこの線路沿いの原住民共同体の共有地が収奪されはじめた。イ
ギリス毛織物産業の進展がその背景にあった。原住民農民は、大私有地のペオン（peón、
小作人）となるか、リマなどの都市に流出し始める   
（44）
。
　アレキパ市には欧米の商社が多数進出し、以後アレキパ市がアンデス地域社会の商業的
中心地になっていく   
（45）
。プーノ県では895年から925年にかけてアシエンダが増加の一途
をたどった。例えばカルロス・ロペス・アエドは、906年から95年にかけて256件の新
しいアシエンダが出現したと述べている。また エテル・デル・ポゾ=ヴェルニュはアシ
エンダの数について、876年にプーノ県に存在したアシエンダ数を703、95年のそれを
3699と指摘し、このうちランパ郡とアヤビリ地区（メルガル郡の郡都）の合計占有数をそれ
ぞれ82、536と考察した   
（46）
。大地主の主たる関心は羊毛やアルパカの毛の生産・輸出で
Nacional Tecnica del Altiplano, 985）./Augusto Ramos Zambrano, La gesta de Pedro Vilca Apaza（Puno: 
"Los Andes",97）./Lizandro Luna, El puma indomable la sublevación indígena de 780 en Azángaro（Puno: 
"Samuel Frisancho Pineda", 982）. があげられる。 
（43）　Elio Galessio Castaneda, op.cit. ,pp.97-99. 
（44）　Carlos A. Lopes Ahedo, Apuntes para una historia de la lucha por la tierra en Puno durante el siglo 
XX（Lima: Instituto de Apoyo Agrario, 988）,p.2./小倉英敬「920年代ペルーにおけるインディへニスモと《新
しい世代》─シエラ南部の資本主義化とナショナリズム─」（青山学院大学修士論文、978 年度）。/940 年
代以降のペルー社会の「チョロ化」現象とプーノの農民運動との関連については、ここでは取り上げない。
別稿にてあらためて考察したい。 
（45）　Benjamin S. Orlove, Alpacas, Sheep, and Men the Wool Export Economy and Regional Society in 
Southern Peru（New York, San Francisco, London:Academic Press, 977）, pp.46-47. 
（46）　Ethel del Poza-Vergnes,  De la hacienda a la mundialización:　sociedad, pastores y cambios en el 
22（22）
ペルー・シエラ南部プーノ県の社会経済的変化の研究
－ 南米ラクダ科家畜をめぐる諸問題を中心に －
人文論集　第 44 巻　第 ・2 号
あり、大地主にとって土地と原住民インディオは貴重な財産であった。またこうした状況
と平行してプーノ県における農民運動（＝農民による反乱・蜂起）の数も上昇の一途を辿っ
たのであった。ガモナル（gamonal、地方ボス）による権力の乱用、原住民インディオの抑
圧・搾取、共同体の土地侵害などが主な原因であった   
（47）
。国家─政府による政策、例えば
レギア第二期政権（99~30年）下における道路建設労働奉仕法（ley de Conscripción Vial）
や浮浪者法（ley de Vagancia）の行使などもまた原住民農民に対し打撃を与えた。プーノ
県において農民問題を調査するために政府によって派遣されたある役人によって作成され
た統計表には632件もの土地をめぐる農民の異議申し立てが記録されている。その内訳は
アサンガロ郡での480件、メルガル郡での723件、プーノ地区（Puno Cercado）での453件、
チュクィート郡での38件、その他の郡での抗議からなっている。アサンガロ郡の23件を
はじめその他を合わせた533件がガモナルによる権力乱用（暴力行使）に対する抗議であっ
た。原住民問題はまさに「経済的社会的問題」であり「土地問題」なのであった   
（48）
。
　カルロス・ロペス・アエドは、9年から923年までに起きた主要な原住民反乱を明示
するとともに反乱の原因について記述している。とくに95年にティティカカ湖北部のア
サンガロ郡やワンカネ郡を舞台に発生したルミ・マキの反乱では、農民のための土地の奪
還や羊毛（lana）の劣悪な条件での買い上げに反抗するものであった点を指摘している   
（49）
。
　アシエンダの増加は時代の進行に伴い顕著になっていく。原住民農民はペオンとして土
地に緊縛され経済外的強制を強いられるのであった。こうした事態は930~50年代を通じ
ても繰り返された。また950年代後半から60年代初頭にかけて起きたゲリラ闘争や農民反
乱もまた、こうした事態に対抗するものであった   
（50）
。968年以降ベラスコ軍事政権の時代
になると、農地改革（後述）が行われるなど政府側からも農民反乱等への「予防措置」がと
altiplano peruano（Lima: IFEA（Instituto Francés de Estudios Andinos）,IEP, 2004）, p.40. 
（47）　Aldo Ponfichi y Juan Luis Dammert B.,op.cit ., pp.03-05. ポンフィッチらはプーノ地域においてカトリ
ック教会が果たした影響についても述べている。 
（48）　Carlos A. Lopes Ahedo, op.cit .,pp.3-20./20 世紀初頭チュクィート郡における農民運動に関しては、
Augusto Ramos Zambrano, Aimararas rebeldes（Arequipa: Instituto de Estudios Pukara, 2007）, pp.5-8.
に詳しく書かれている。 
（49）　Carlos A. Lopes Ahedo, op.cit.,  pp.2-23./Carlos Contreras, Jorge Bracamonte, Rumi Maqui en la 
sierra central documentos inéditos de 907（documento de trabajo No.25）（Lima: IEP, 988）./José Luis 
Velásquez Garambel, Movimientos sociales y la escuela en el Altiplano（860-930）（Puno: Talleres de la 
Universidad de Publicaciones-OURA-UNA, 2007）, pp.99-204. ルミ・マキの反乱は、95 年に少佐テオドミロ・
グティエレス・クエバス（Mayor Teodomiro Gutiérrez　Cuevas）によって指揮された。「ルミ・マキ」とは
ケチュア語で「石の手（mano de piedra）」の意味。 
（50）　小倉英敬、前掲論文。小倉は、プーノ県におけるラティフンディオの数が、876~99 年の間に 703 か
ら 3699 へと大幅に増えたこと、またシエラ南部における主要な蜂起の発生件数を、885~900 年には 9 件、
90~20 年には 49 件、922~30 年には 382 件と述べている。 
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られる。
　930年から980年にかけての農民運動のもうひとつの特徴としては、合法的な形での異
議申し立て（訴訟）が多発していることである。この背景にはAPRA（アメリカ革命人民運
動）や共産党（PPC）のように反オリガルキ （ー寡頭支配層打倒）の立場に立った新政党が誕
生し、また農民同盟や労働組合運動などさまざまな社会運動が組織されていくなど、農民
運動への支援が開始されたという事情がある   
（5）
。
　
２．農地改革（1969年6月24日以降）
　950年代後半から60年代初頭にかけて多発したゲリラ闘争や農民反乱に直面して、968
年0月3日にクーデターが発生。ベラスコ・アルバラードを大統領とする革新的な軍事政
権が樹立された。軍部革命政府はIPC（国際石油会社）を接収するなど産業の国有化を通じ
て内外の独占的権力を抑え、翌年には農地改革を実施するなど、それまでペルーを支配し
てきた寡頭支配層の主要な経済基盤の一掃をはかった。そして経済の国家独占を強めるの
であった。ゲリラ闘争や農民反乱を予防するためである。ここでは農地改革（la Reforma 
Agraria）   
（52）
の要点をみておく。969年6月24日の「農民の日」   
（53）
に公布された農地改革法は、
土地所有構造を根本的に変革することによって、①社会的不公正を軽減し、農民の経済的
社会的水準を引き上げ、農業と牧畜業経営への参加を有利にする、②寡頭支配層の権力基
盤を破壊すること、がねらいであった。農地改革法では地域によって土地所有規模の上限
に相違が設けられていた。コスタでは土地所有の最大限が50ヘクタールに、シエラでは
5~55ヘクタールに制限された。農地改革によって979年までに全国の3000万ヘクタール
のうち90万ヘクタールが接収された。影響を受けた地所の数は万6000件にのぼった   
（54）
。
収用された土地の農民への割当ては、個人農（Particular）、農業生産協同組合（Empresas 
Rurales de Propiedad Social=CAPS）、農業公益組合（Sociedades Agrícolas de Interés 
（5）　詳しくは、Carlos A. Lopes Ahedo, op.cit ., pp.26-3. 参照。 
（52）　ペルーの農地改革については、石井章「ペルーの農民運動と農地改革」『アジア経済』Vol.20, No.9（ア
ジア経済研究所、979 年 9 月）2-2 頁。/ 石井章「ペルーの農地改革と農業共同経営」斉藤仁編『アジア土
地政策論序説』（アジア経済研究所、976 年）5-53 頁。/ 石井章『ラテンアメリカ農地改革論』（学術出版
会、2008 年）209-283 頁に詳しい。 
（53）　この日をもって「インディオ（indio）」という言葉は「農民（campesino）」に置き換えられ、6 月 24 日は「農
民の日（día de campesino）」となった（「コムニダ・インディヘナ（comunidad indígena）」も「コムニダ・
カンペシーナ（comunidad campesina、農民共同体）」と改称された）。近代化過程の出発日にあたってのベ
ラスコ将軍の意思表明として。またナショナリズムの表明としてケチュア語教育が公式に制度化された。国
内向けのテレビ放送における政府通達にはケチュア語が登場した。 
（54）　大串和雄『軍と革命　ペルー軍事政権の研究』（東京大学出版会、993 年）50-5 頁。/ Carlos 
Contreras/Marcos Cueto, op.cit ., p.334. 
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Social=SAIS）などの連合企業、農民共同体のいずれかの形で行われることになっていた
（法律776号第77条）   
（55）
。農地の大半は社会所有の協同組合（Cooperativa）の管理下におか
れたのだった   
（56）
。
　貧困と搾取が蔓延していたシエラとくにプーノ県における農地改革の実態はどうだった
のだろうか。プーノ県の場合、第4表（960年）と第5表（ベラウンデ第二期政権期の98
第 4 表　1960 年のプーノ県における農耕・牧畜用地利用構成
規模（ヘクタール） 単位の数 割合（%） 面積（ヘクタール） 面積（%）
 ヘクタール未満 49627 45.3 207.4 0.7 
 〜 5 ヘクタール 4248 37.6 937.6 3. 
5 〜 500 ヘクタール 7842 6.3 57369.3 9.4 
小計 0877 99.2 685234.3 23.2 
500 ヘクタール以上 886 0.8 226553.3 76.8 
合　計 09603 00.0 2950765.6 00.0 
出所 : Carlos A.Lopes Ahedo, Apuntes para una historia　de la lucha por la tierra en Puno durante el 
siglo XX（Lima：Instituto de Apoyo Agrario,988）,p.34.
第 5 表　1981 年のプーノにおける農地改革
形　態 ヘクタール 割合（%） 家　族
企　業 766280.99 90 079
共同体 4992.23 2.5 27
個人農 50744.9 7.5 559
合　計 96627.5 00.0 23009
出所 : Carlos A. Lopes Ahedo, op.cit.,  35.
年）を比較すると概要がつかめる。500ヘクタール以上の土地を所有する少数の大地主
（terratenientes、全体のわずか0.8％を占める）の土地（全体の76.8％を占めていた   
（57）
）を中心
に、45のアシエンダ（209万4479ヘクタール）が接収された。農地改革による個人農への
割当て規模はわずか7.5％、農地改革によって恩恵を受けた農民共同体は全体450共同体中
67共同体であり、農地改革によって授与された土地の2.5％にすぎなかった。これに対し
て全体の90％の土地は、新設された42連合企業（las nuevas empresas　asociativas）であ
る23のSAIS、4のCAPS、5のERPS（Empresas Rurales de Propiedad Social,社会的所有地
（55）　大串和雄、前掲書、52 頁。/ シエラでは農業公益組合（SAIS）への割当てが支配的であったという。 
（56）　遅野井茂雄「ペルー革命」〔細谷広美編著『ペルーを知るための 62 章』（明石書店、2004 年）〕59-63 頁参照。 
（57）　こうした少数者による大規模な土地所有の実態は全国的にも共通したことがらであった。96 年の全
国における土地所有構成については、以下に詳しい。Ibid ., p.323. 
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方企業）に割り当てられた   
（58）
。第4表によると、生産単位の最初の2つの部類はヘクタール
未満から5ヘクタールまでであるが、それは共同体の農耕・牧畜用地の単位である。プー
ノ県に存在する全単位の82.9％に相当するが、しかしそれは当県の全生産用地面積のわず
か3.8％を占めるにすぎない。960年時点でプーノ県の農民がいかに零細であったかがう
かがい知れるとともに、農地改革後の個人農（7.5％）と共同体（2.5％）の割当て規模の合計
数値である「0％」（98年。第5表）を、農地改革以前の「3.8％」（960年。第4表）に単
純に比較してみた場合、農地改革によって個人農や共同体農民が十分に恩恵を受けたとは
言い難い。もしもその時期におけるプーノ県の人口を考慮に入れるならば、農地改革はわ
ずか2万3000家族に利益をもたらしたにすぎなかった。言い換えると、00家族につき8家
族である   
（59）
。
　農地改革が行われたさいの農耕・牧畜用地の新しい単位における各家族の土地面積の平
均については、次のような事例（第6表）がある。規模の点で企業への極端な偏りがみられ
る（＝肥大した企業）。
第 6 表　家族ごとのヘクタール面積 :1985 年アヤビリの例
SAIS
（農業公益組合）
CAPS
（農業生産協同組合）
ERPS
（社会的所有地方企業）
農業共同体
48.4 29.2 230.9 4.7
出所 : Carlos A. Lopes Ahedo, op.cit., p. 36.
　また第5表の数字を第4表の数字と比べるならば、農地改革以前における大・中クラスの
地主の土地面積を単純合計した283万9222.6ヘクタール（第4表）のうち、農地改革の影響を
受けたのは96万627.5ヘクタール（第5表）であったから、両数値の差である84万3005.ヘ
クタールは未接収部分ということになる   
（60）
。
　プーノ県における農地改革は多難であった。アセンダード（地主）やガモナルの土地の多
くが収用されたのは確かである。しかしながらその一部は存続した。また大規模なアシエ
ンダが解体されると、今度は、そこにいた労働者たちが行き場を失った。新たに発生し
た土地なし農民は落伍者に仕立て上げられた。そのいっぽうで新たな官僚的権力者集団
の出現を招いた。すなわち連合企業の経営者（los gerentes）、職員（funcionarios）、指導者
（dirigentes）らである。彼らは「封臣の労働（el trabajo de los feudatarios）」によって金持
ちになった。企業に出現した経営者や権力集団は企業の経営・管理に直接あたったが、経営・
（58）　詳しくは、Ethel del Poza-Vergnes, op.cit . , p.30, p.48. 参照。 
（59）　Carlos A. Lopes Ahedo,  op.cit .,pp.35-36. 
（60）　Ibid ., p.36. 
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管理への「封臣」の参加を許すことはなかった。企業はガモナルの伝統を継承した。生活
に必要な食糧品などは極力生産せず、アルパカやヒツジの毛、家畜の肉を地域外市場（los 
mercados extraregionales）に売ることに専念した。最終的に連合企業の大半が危機に陥っ
た（＝プーノ県で組織された企業モデルの失敗）。共同体（Comunidades y Parcialidades）
では人口の増大、土地の不足といった事態が起き、農民の生活はだんだんと貧困度を増し
ていった。多くの農民がひどく不安定な状態に追いやられ、他地域への農民流出が目立っ
た。軍事政権によって産み出された新しい農民共同体（Comunidades Campesinas）や企業
に参加できなかった農民は差別されるばかりで恩恵に浴することはなかった   
（6）
。
３．プーノ県における土地所有の再構成
　農業公益組合（SAIS）は農民共同体に利益を与えるモデルと考えられていたけれども、
短期・長期いずれの期間においても確実な利益を共同体に与えてはいなかった（23のSAIS
は農民共同体の783家族を統合していたけれども実際にはこれは利益を生まなかった）。
プーノ県の場合、農地改革によって分配されたすべての土地のうち連合企業に配分された
土地は全体の90％に達したのに対して、共同体はわずか3％弱を受け取っただけであった。
モラレス・ベルムーデス将軍に率いられた軍事政権（975~80年）の「革命の第二段階」に
おいては右寄りの政策転換がはかられた（右旋回）。農地改革は続いたけれども、各セク
ターへの技術的・財政的支援は減っていった。他方、農地改革支援のためにベラスコ政
権が創設していた生産者の組織である全国農業連合（la Confederación Nacional Agraria, 
CNA）は,　新政権によって活性化されることがなかった。その指導者達は責め立てられた。
978年以降、コスタ（ピウラ県）の協同組合連合やクスコ県・フニン県などシエラの農民共
同体から不満の声が聞かれはじめた   
（62）
。
　980年にベラウンデ・テリーが大統領に選出されると、彼は協同組合企業をめぐる法規
の変更を強いられた。この年に最初の企業の土地の再構成化（la reestructuración）措置が
とられるとともに982年には土地の売買を認可するための政令が公布される。シエラの連
合企業はその会員によって内側から、また近郊の農民共同体によって外部からじわじわと
執拗に攻撃された結果、再構成化に拍車がかかった。ベラウンデ第二期政権（980~85年）
は土地の売買を自由化する政令を公布するとともに、信用貸し、肥料、担保に関して以前
（6）　Ibid ., pp.36-38. 農地改革によって生み出された連合企業の危機と失敗は、土地をめぐる共同体の圧迫と
相まって、ベラウンデ第二政権期において企業の再構成（改組）（Reestructuración de dichas Empresas）問
題を引き起こした。 
（62）　Ethel del Poza-Vergnes, op.cit ., p.3. 
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に決められていた補助金の額を削減した   
（63）
。
　これに続くアラン・ガルシア政権（985~90年）の下では、シエラとくにプーノ県の共同
体農民が闘争を展開した結果、連合企業の再構成化が実現した。しかしながらこの政権期
において農民の状態は少しも改善されなかった。国際金融界と対決する道を選んだアラン・
ガルシアは保護主義体制に回帰する。価格統制の再強化、公共費の増加、信用貸し金利の
決定などがハイパーインフレを生み出した。それは988年から990年まで続いた   
（64）
。利息
0％での信用貸しは農業セクター全体の景気回復を図るためであったにもかかわらず、基
本的にコスタの大農やシエラの商人に利益をもたらしただけだった   
（65）
。政権末期には経済
が破綻してしまい潜在失業者やインフォーマルセクターが増大するとともに、貧困の拡大
がいちだんと農民の首を絞めることとなった。
　次のフジモリ政権（990~200年）下では経済の自由化が土地保有をはじめあらゆる部門
に波及した。農地改革で誕生していた協同組合は経営が破綻してしまっており、農地の多
くは個々の組合員の手にわたっていたが、政府はさらに農地売買や農地所有面積の上限枠
を撤廃して輸出農業の発展・促進をめざした。自由主義経済政策に向けて方向転換をはかっ
た。外国からの借款によって道路などのインフラ整備が急ピッチで進められた   
（66）
。
　こうした各政権の政策に付随して、プーノ県における土地所有形態はどう変化したで
あろうか。結論を述べよう。農地改革以前の960年においてプーノ県の土地の76.8％を所
有する個人農（particulares）とされたのは2000人からなる大・中規模の地主であった。と
ころが、農地改革や、とりわけ986~87年における企業の土地の再構成化を経て、994年
には個人農とされた構成員は8万205人に増加していた。ほとんどが小生産者（pequeños 
productores）であり、このうちの8％は0ヘクタール以下の土地所有者であった   
（67）
。また
土地所有構成の実態を国レベルでみると、990年時点には農民共同体が所有する土地の規
模（全体の53.3％）が連合企業が所有する土地の規模（全体の4.9％）を上回るに至っていた。
次に994年時点でのプーノ県における土地所有構成を見てみよう（第7表）。農地改革直後
（63）　Ibid ., pp.3-32. 
（64）　インフレ率を全国的に見ると、986 年には 62.9％であったものが、988 年には 722.3％に、989 年に
は 2775.3％に、990 年にはピークに達し 7649.7％になった。フジモリ政権が誕生した後の 99 年には 39.2
％に下がった。Carlos Contreras/Marcos Cueto, op.cit ., p.369. 
（65）　Ethel del Poza-Vergnes, op.cit ., p.32. 
（66）　遅野井茂雄、前掲記事、75 頁、77 頁。 
（67）　Ibid ., p.49. 
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第 7 表　1994 年のプーノ県における土地所有の新たな形態
構成形態 単位数 ヘクタール数 割合（%）
農民共同体 274 835527.70 4.8 
私的団体や連合企業 300437.03 6.8 
個人農 2248940.4 5.4 
合　計 8205 4384904.87 00.0 
出 所 : Ethel del Poza-Vergnes, De ｌa hacienda a la mundialización:sociedad,pastores y 
cambios en el altiplano peruano（Lima:IFEA（Instituto Francés de Estudios 
Andinos）,IEP,2004）,p.49.
に比べて土地所有構成の主体が大きく転換していることが見てとれる。小生産者主体の個
人農が第位に躍り出ており、なんと全体の5.4％を占めているのである。第2位が農民共
同体所有であって4.8％を占めている。私的団体や連合企業の占める比率は低くなってお
り、6.8％に後退しているのである。
IV   グローバリゼーションの下における南米ラクダ科家畜アルパカの毛の生産を
　　めぐる諸問題
　本章では小生産者主体の個人農を中心に現在のシエラ農民のうちアルパカの毛の小生産
者の社会的状況について検討する。生産されたアルパカ毛はさまざまに加工されて多くが
世界市場に流出するが、この過程で毛の生産というもっとも基本的な最初の労働に従事す
るシエラ農民はいかなる状況のもとにおかれたのか。とくに商品としてのアルパカ毛の仲
介人や加工者である大企業との関係を検討することによって、シエラ農民（アルパカの毛
の小生産者）がおかれた状況を見てみよう。すると重大な問題点が明らかになろう。最後
にそれらの問題解決にむけた努力の可能性や見通しを考察しよう。
１．現在のシエラ農民（アルパカ毛の小生産者）の状況
　アルパカの毛が生産・加工され、商品〔紡績を主とする〕となって内外市場に届けられ
るまでの流れは基本的に次のとおりである。広大な草原に分散して暮らす家族単位のシエ
ラ農民がアルパカを飼育し毛を生産する。6月から8月にかけて毛刈りが行われる。同時
に仲買人（intermediarios）が価格を決定し毛を買い付ける。毛は定められた場所に集積さ
れる（acopia）。毛の等級付け（＝類別（categorización））が行われる。仲買人を経由して毛
はアレキパの製造会社（la industria arequipeña）（＝大規模紡績工場。とくに「ミッシェル
（Michell）」、「インカ（Inca）」、「メヒア（Mejía）」、「サルファティ（Sarfaty）」などのグルー
プに代表される   
（68）
）に輸送され引き渡される（これらの企業の多くはフリアカ市やアヤビリ
（68）　類別、洗い、梳毛（毛の流れを一定の方向にする作業）、紡績、染色、製造を行う。Daniel Torres ,op.
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市に支店をもつ）。製造会社は毛を主に糸（ときによっては布）に加工・製造する。製品は
商社を通じて（もしくは製造会社から直接）国内市場（el mercado nacional）または国際市場
（el mercado internacional）に提供される。製品の90％が外国に向けられるから、主要市
場は国際市場である   
（69）
。こうした過程においていろいろな人々や機関が介在する。まず毛
の生産者（productor）として家族単位でのシエラ農民が存在する。次に仲買人、金融業者、
銀行、輸送業者、製造会社、商社などが介在する（第図、第2図参照）。生産者が仲買人に
生産者 手工業者
第一仲買人
第二仲買人
製造会社 国内市場
国際市場
第１図　現在のアルパカの毛のマーケティング・システム
cit ., p.33.  
（69）　ペルーはアルパカの毛の世界生産の 85％以上を担ってきた  。しかしその規模は、世界で生産される採
毛用家畜（ヒツジ、モヘア、カシミア、アンゴラ種などが含まれる）の毛の ％弱を占めるにすぎない。ペ
ルーからのアルパカの毛の主な輸出市場は中国、イタリア、イギリス、米国である。米国、ドイツ、イギリ
ス、日本にはアルパカ製衣類が輸出されている。アルパカの毛の 80％は付加価値をもった製品（tops ＝最高
級品、より糸、布地）の形で輸出される。衣類という最終仕上げ品の形での輸出はわずか 20％である。当部
門はペルーからの総輸出額の .35％を占める。200 年の輸出合計額は 7500 万米ドルであった。ペルーにお
けるアルパカ産品の製造部門は全製造業部門における経済活動人口の 2％（約 2 万 2000 人）を吸収する。そ
のセクターのうちの 96％は雇用者数 40 人未満の小企業である。3％は中くらいの企業（雇用者数は 4 人か
ら 200 人）であり、残り  パーセントが大企業である。Ibid ., pp.34-36./　Aníbal Borda, Gissela Ottone, e 
Isabel Quicaño, "No solo de fibra viven los alpaqueros." en Atilio Arata y otros, Perú hoy, mercados globales 
y （des）articulaciones internas（Lima: DESCO, 2007）, p.334./Marianne Peters, "El paqueno productor y el 
mercado." en Scurrah, Martin（Editor）, Empresas asociativas y comunidades campesinas. Puno después de 
la reforma agraria（Lima: GREDES, 987）, pp.208-209. 
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毛を売るとき、毛の値段を決定するのは仲買人である。大企業が毛の価格にたえず影響を
及ぼす。大企業が生産者レベルでの毛の価格を低く抑えようと思ったら、大企業は仲買人
にその意向を伝達すればよい。大企業は国際価格をも支配する   
（70）
。以下では毛の生産者で
あるシエラ農民を取り巻く状況に焦点を絞って見てみよう。
　アルパカ毛の生産に従事するシエラ農民の家族は、仲買人によって支配される市場への
参入を余儀なくされる。仲買人は生産者（農民）に寄生して、まるで債権者のようにふるま
う   
（7）
。商業的係留の制度は仲買人に、大企業への毛の提供を保障する。しかしその反面で
毛の生産者は不利な立場におかれる。というのも、大企業をバックにして仲買人が決定す
る価格での毛の引渡しをシエラ農民は強いられるからである。公正な市場価格以下で毛は
引き渡される   
（72）
。引渡しの日時は仲買人によって一方的に決められるのが常である   
（73）
。例
えばランパ郡の場合毛の引渡しは、パルカ地区の場合では毎週木曜日に、ビラ・ビラ地区
やサンタ・ルシア地区では土曜日に、オクビリ地区では日曜日に、ルエラス地区では5日
（70）　Daniel Torres, op.cit ., p.38. 
（7）　前払い金（adelantos）の支払いによる農民の拘束といった事態も起きてきた。Ibid ., p.32. 
（72）　プーノの繊維会社「ヌエバ・アルテ（Nueva Arte）」の支配人カルロス・アバント・ロペス氏によると、
アルパカ毛の単位当り市場価格が 2~4 ソーレスであるとすれば、仲買人が農民に提示する価格は 5~6 ソー
レスであるという。 
（73）　さまざまなレベルで仲介人の数は多い。大企業レベルでの代理人アヘンテス（agentes）、レスカティス
タ（rescatistas）なども知られる。しかしこうした代理人の介在によって企業は賃金コストを削減する。労
使関係には関与しないし社会的費用も引き受けない。Ibid .,p.3, p.37. 
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ごとに毎水曜日に行われるといった具合である。大企業の作業予定に基づいて決められた
日時である。
　プーノ県のアルパカ飼育者がその毛や肉、皮、干し肉の販売によって受け取る平均月収
は266ソーレス前後である。この金額にはアルパカの減耗費、輸送費、訓練・薬剤費といっ
た出費が含まれている。ラクダ科動物の飼育に関わる家族の90％が貧困または最貧困層で
ある。家族当りの年間平均収入は800米ドルである。ランパ郡のアルパカ飼育者の月間平
均収入は第8表の如くである   
（74）
。
第 8 表　ランパ郡のアルパカ飼育者の月間平均収入
月間収入（ソーレス） 割合（%）
 〜 99 34
200 〜 399 52
400 〜 599 
600 以上 3
出所 : Daniel Torres,"Entre el pasado y la innovación, la fibra de alpaca en el 
sur peruano."en Atilio Arata y otros , Perú hoy, mercados globales y 
（des）articulaciones internas（Lima:DESCO,2007）,p.32. 
　ランパ郡の場合、アルパカ飼育に専念する１家族の平均人数は6人である。人当り月額
44ソーレスで生活している。日当り.48ソーレスである   
（75）
。最貧の部類に入る。この収入
では日々の暮らしすらままならず、かといってアルパカ飼育者の現状改善の見通しは明る
くはない   
（76）
。
　農民は先祖代々受け継がれてきた伝統によってアルパカを育て毛を収穫する   
（77）
。家畜の
維持・管理・増殖に気をくばる。アルパカ家畜のペアーは年に頭しか仔を産まない。農
民が仲買人や金融業者、商人などに負債を負ってしまい、その返済が滞ってしまうといっ
たケースも跡を断たない。農民が製造部門の大企業に関与することはない。しかし手工芸
製品の生産を目的に近年フリアカ市に設立されてきている中小企業   
（78）
において低賃金なが
ら農民が働く機会はある（その場合は臨時収入が得られる）   
（79）
。
（74）　Ibid .,p.32. 
（75）　ソーレスの価値についてであるが、現時点で１米ドル＝３ソーレス弱である。 
（76）　Ibid .,pp.34-35. 
（77）　稲村、前掲書、70-7 頁。 
（78）　フリアカ市に設立された小規模企業としてはサンタ・イサベル商会やフィブラ・アンディーナ商会
（Negociaciones Santa Isabel E.R.L y Fibra Andina）がとくに有名。前者はアルパカの皮革でできた絨毯の製
造、販売を行っている。Ibid .,p.33. 
（79）　フリアカ市は今後シエラ南部において一大商業中枢となろう。当市には大量の毛が集まってくる。
Ibid .,p.306. 
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　牧畜に従事するシエラの農民は歩が悪い。彼らは広大な草原に分散して生活しており 
 
（80）
、毛は「工場制手工業」的システムによって仲買人から個々に買い上げられる。ここで農
民は仲買人から酷い搾取を受ける。農民には非識字者が多い。計量台帳や出納簿の記載が
できないうえに法律の知識を欠くこともあって、毛を引き渡す段階でちゃんとした契約が
結べない。そこで農民は仲買人の言うがままの値で毛を売らざるをえなくなるからである。
　毛が品質によってではなく重量によって買い上げられる点にも大きな問題がある。品質
の向上に目が配られなくなっている。ここ20年間にペルー産アルパカ毛の品質が悪化した
といわれている   
（8）
。世界市場におけるペルー産アルパカ毛の評判は必ずしも良くはない。
その原因はシエラでは小規模な家族単位によってアルパカ飼育が行われており、生産場所
（採毛地）が分散しているために毛の品質にばらつきがでる。つまり毛の品質統一をはかる
のが困難な点に問題がある。この問題解決に向けた努力としてはアルパカ家畜種そのもの
の品質改善（遺伝的改善）が見込まれる。しかしほんとうに問題なのは、アルパカ飼育に従
事する2万家族以上がかかえる極度の貧困である。彼らはペルー国内でもっとも貧困なセ
クターとして呻吟している。この極度の貧困層は標高3800から4800メートルのアンデス高
地に存在しており、大半が小生産者（アルパカ家畜頭数で言うと50頭から00頭の所有者）
である。とくに980年代中頃以降彼らの生活はいちだんと悪化を辿っている   
（82）
。
２．小生産者の現状打開にむけて
　アルパカ毛に加工が加えられれば加えられるほど利益率が大きくなっていくというのが
この産業の特徴である。言い換えるならば、付加価値（＝加工）の加重度と平行して商品価
格が上昇していくという仕組みなのである。最も大きな利益を得るのはいつも決まってア
レキパの巨大企業なのである。
　これまでの考察から、シエラ農民（小生産者）が常に低い収益を強いられ、不安定な状態
に押しとどめられる状況が理解される。それでは本質的な問題は何なのか。原料である毛
が製品になるまでの生産連鎖を検討すると、2つの段階で問題があることがわかる。第一に、
シエラ農民によって産み出される毛の品質に問題がある。毛の品質が生産者によってばら
（80）　牧畜は一家族で広い草原を必要とするため牧民は集落を形成することはない。稲村、前掲書、46 頁、
66 頁参照。 
（8）　毛の重量を増すために他の家畜の毛が混ぜられたりするケースも見られた。Ibid .,p.38./ 色の付いたア
ルパカ毛の商業的価値は白い毛よりも低くなる。アルパカ白毛  リブラ〔libra（重量の単位で  ポンドに相
当する）（00 リブラ＝１キンタル quintal）〕は 0 ソーレスの値である。カラーものは半値の 5 ソーレスであ
る。よって商業的には「ブランケーロ（blanquero）」とよばれる白毛のアルパカを育てるほうに軍配が上がる。
色の付いた種は、ワカヤ（huacaya）、スリ（suri）とよばれる。 
（82）　Ibid .,pp.304-305. 
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ばらである。世界市場において競争していくには毛の品質を高めなければならない。換言
するならば、毛の品質改善を図って、きちんと「商品」化して対抗すべきなのである。第
二に、先述の如くシエラ農民が毛を納入する段階において前資本制的な関係が存続してい
るところに大きな問題がある。毛の納入形態や納入方法の改善を行う必要がある。
　現在、国の農業省の関係機関、例えば南米ラクダ科動物国立審議会（CONACS）や農業
推進局、農業機構、国立農業調査研究所、地方分権公的機関（OPD）、市当局、市民レベ
ルでのさまざまなセクター、生産者の機関、非政府組織（ONG）（例えばアルパカ国際協会、
ペルー・アルパカ研究所）、大学（獣医学部、畜産学部、実験センター）、開発研究推進セ
ンタ （ーDESCO）、アンデス南米ラクダ科動物特別計画、ペルー・アルパカ研究所、マユ
ク協会、プーノ・アルパカ協力センターなど   
（83）
によって問題の原因究明にむけた取り組み
がはじまっている。また農業銀行、地方金融機関、ペイメス（PEYMES）といった財政的
な支援機関も存在する。さらに商業的農芸化学企業のように技術奉仕や獣医を提供する機
関もある。
　従来ペルーは世界のアルパカの毛の最大規模の生産地だっただけではない。最優良毛の
生産地でもあったはずである。アルパカ毛の生産増大志向、換言するならば品質によって
ではなく重量によるアルパカ毛の売買の定着が、この20年間おける品質低下（悪化）の大き
な要因である。ほかに、生産場所の分散、ラクダ科動物の遺伝的改善にむけた国内計画の
不在、ミニフンディオへの土地の細分化、不適切な流通システム、技術的な支援プログラ
ムの欠如、国による指導の弱さなどが問題とされてきた。改善すべき問題が山積している 
 
（84）
。
　近年、アルパカの飼育段階でいちだんと良質の毛を取得するために家畜の遺伝的質の向
上（＝遺伝的改良）が唱道されるようになってきた   
（85）
。しかし小生産者がこれに要する費用
を調達するのは貧困ゆえに容易ではない。かといって再生産のための品質の良い（親の）ア
ルパカの導入、毛の検査、特殊な技術的援助がどうしても必要である。また再生産のため
（83）　詳細は、Ibid .,p.35. 参照。 
（84）　990 年代の 0 年間にプーノ県では生産者の収入を増やす目的で、アルパカの毛の商業化を推進する
ための試みが成された。仲買人を除外したかたちで毛の集積の組織化を行おうというものだ。それがアル
パカ計画（Proyecto Alpacas PAL）や特別計画作戦行動部隊（Unidad Operativa de Proyectos Especiales）
などの試みである。2006 年 2 月には関連の法律も公布されている。しかし問題解決には至っていない。
Ibid .,p.35, p.37, pp.39-320. 
（85）　この点については、Carlos Renieri, Eduardo Frank, Óscar Toro（coordinadores）, op.cit ., pp.45-289./
Daniel Torres Zuñiga, Mejora genética de los camélidos domésticos, prácticas de campo Arequipa（Arequipa: 
DESCO, Programa Regional Arequipa, 2004）./Raúl Mariano Yaranga Cano, Alfonso Atanacio Carbalar, 
Enrique León Oscanoa, Manual de buenas prácticas ganaderas en la crianza de alpacas región Junín
（Huancayo: CONACS, 2006）. 参照。 
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の基礎づくりとして、交尾させるための囲いや、仔アルパカ保護のための小屋づくりが必
要となってくる。しかしこうした可能性を追求できる生産者はそう多くない。生産者の大
半が投資を行うには経済力を欠いているためである。現段階においてラクダ科動物の品質
改善を示す具体的な進歩はほとんど見られない   
（86）
。
　農民家族の構成員は、地方自治体が行うさまざまなインフラ整備のための仕事にしばし
ば従事する。また若い男性が、プーノ県内の鉱山であるラ・リンコナダ、ミナ・アラシ等
へ2週間から6か月間くらい働きに行って生計を助けるといったケースも目立つ。公共サー
ビス車を利用することで交通費を節約し出費を減らす。またラクダ科動物の飼育上比較的
仕事の少ない月（6月から0月の間）に限って、成人男性が他県の渓谷部に一定期間移住し
て働くことも多い。自分たちの地域では生産できない農産物（ジャガイモ、トウモロコシ、
野菜）を手に入れるためである。女性は家畜の手入れや子供の世話のため村にとどまる   
（87）
。
　ところでアルパカ農民の生き残り戦略として、複合した家畜の混成飼育（アルパカ、リャ
マ、ヒツジ、ウシなどを併せて飼育する方式）による対策があげられる。危機的状況への
対応策である。例えばアルパカの群れに病気等の問題が生じたり、あるいは消失（例えば
アルパカの大量盗難）等の問題に見舞われても、アルパカが回復するまではヒツジなどが
代わりに基本的需要を満たすというものである。さらに飼育者はヒツジがいちだんと急速
に再生産されることを知っている（ヒツジのペアーは年に2頭まで仔が産める）。アンデス
高地の飼育者はアルパカとヒツジやリャマ等を混成して飼育するのが常である。例えばラ
ンパ郡における家畜構成を知るうえで第9表は参考になる   
（88）
。
第 9 表　ランパ郡の家畜の構成（2005 年）
家畜の種類 構成割合（%）
アルパカ 70.02 
ヒツジ 2.90 
リャマ 6.6 
オウシ 2.8 
その他 0.2 
合　計 00.38 
出所 : Daniel Torres, op.cit.,  p.30.
　
　基本的にアルパカの飼育が優勢であるけれども、ヒツジもまたかなりな程度飼育されて
（86）　国家的な諸制度と個人の間に協調を欠いたためだ。生産機構の階調の弱さ、地方代表の欠如など問題が
多い。 Daniel Torres, op.cit ., p.36. 
（87）　Ibid .,p.309. 
（88）　Ibid ., p.309./ ウシの飼育が盛んになったわけは、990 年代末以降ヒツジ以上に収益性が高まった点に
ある。ヒツジの飼育はこの 20 年間において重要性が増したけれども、羊毛の値段はたえず低下傾向にある。
Ethel del Poza-Vergnes, op.cit ., pp.254-255. 
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いることがわかる。ヒツジは農民飼育者の「小さな金庫」の類を形成する。ヒツジの肉や
皮が常時現金収入になるからである   
（89）
。
　最後になったが、生産者はアルパカ毛の「商品化」によって前資本制的な現状を打破し、
収益の改善をはかることが急がれる。そして仲買人に対して妥当な価格（la oferta）を設定・
提示しうる実力を身につける必要性がある。生産者の組織化によって相互の連帯強化をは
かり、仲買人・商人・大企業などと互角の立場に立って交渉を行いうる日の到来が待たれる。
カウベルの作製や毛の類別化などのサービスを提供できる地方集積センターの設置、農業
銀行や他の金融機関における信用の構築、経営管理や交渉面で能力を発揮できるリーダー
や人材の育成・教育、生産のためのインフラ整備、技術の習得、情報の入手など戦略的な
課題は多い   
（90）
。
V  結び
　プーノ県はシエラ南部ティティカカ湖の北部から西南湖岸に位置する。県都のプーノ市
やフリアカ市は植民地時代から、ペルー南海岸のアレキパやモケグア地域とシエラ南部北
方のクスコ市から南の現ボリビア領ポトシ市を結ぶ幹線道の結節点であった。チュクィー
ト地方の7つの村々はなにごともなかったかのように、今もティティカカ湖西南湖岸に静
かにたたずんでいる。チュクィート地方は6世紀から8世紀にかけて300年近くにもわたっ
てポトシ銀山の労働力需要ならびにポトシ市の一大市場の商品需要に応えて、大規模な原
住民労働力ならびに生活必需物資をポトシに提供した地域であった。ポトシ銀山の開発を、
いってみればペルー植民地支配体制の経済の根幹を実質的に支え続けたのであった。筆者
はこれまでに二度当地を訪れる機会をもった。前回に訪れたのは982年3月（アンデスは雨
期の終盤）であったから、もうかれこれ四半世紀がたつ。修士論文（テーマ：6世紀ポトシ
とアルトペルーインディオ共同体の変容--チュクィート地方の場合を中心に--）を書き終え
た直後のことで、豊饒とした緑のチュクィート地方にとくにこころ惹かれたことを思い出
す   
（9）
。
　過去のプーノ県においてはプレインカやインカの時代から南米ラクダ科動物が代表的な
資源であった。スペイン植民地時代になって市場経済が導入されると、ラクダ科家畜類は
商品として機能しはじめる。アルパカの毛は良質な織物産品の原料となり、リャマは物資
（89）　Daniel Torres, op.cit ., p.3. 
（90）　Ibid .,p.323,p.325. 
（9）　今回（2008 年 9 月 3 日と 4 日の両日）チュクィートとフリを訪問した。567 年から約 440 年の歳月
を経た現在でも、かつての大首長カリやクシの末裔が存在しており、彼らにインタビューするため米国など
から研究者がよく訪れるという話を聞いた。
36（36）
ペルー・シエラ南部プーノ県の社会経済的変化の研究
－ 南米ラクダ科家畜をめぐる諸問題を中心に －
人文論集　第 44 巻　第 ・2 号
輸送用の荷駄用家畜として重要であった。現代では道路建設が進み、鉄道もさることなが
らトラック輸送の比重が増していき、アンデスにおける交易は著しく拡大を遂げた。アル
パカの毛をはじめ諸物資はもっぱら鉄道やトラック輸送によって運搬されることになった
ため、かつて輸送手段であったリャマ（やラバ）の需要は激減した。自由主義経済の下で伝
統的な垂直統御システムは従来のようには機能しなくなった。市場経済原理が優先された
結果、アンデスの伝統的な互恵関係はとくに都市部では著しく弱体化している。
　現在のプーノ県もラクダ科動物の宝庫であり、牧畜業が当県第一の産業となっている。
この点は過去のプーノ県におけるのと同様でいまも変わってはいない。とくにプーノ県に
分布するアルパカは圧倒的な規模を誇り、ペルー全土にいるアルパカ頭数の55％以上を占
めるに至っている。現在国際市場に流れるペルー産の牧畜製品において最も重要視されて
いるのはラクダ科動物のうちとくにアルパカの毛である。商品価値という点で植民地時代
ではアルパカの毛だけに特化されることはなかった。荷駄用家畜であるリャマのほうにむ
しろ人気が集まったようにさえ思われる。というかラクダ科家畜全般の毛や肉、荷駄用家
畜としてのリャマといった点で広く商品として好評を博したからである。いまアルパカ毛
に商品価値が特化されるに至った背景は、9世紀以降のグローバリゼーションの下におけ
る毛織物の歴史とか社会環境の変化のなかで考察されねばなるまい。アルパカ毛にたいす
る国際的な需要の高まりは9世紀のイギリス資本のペルーへの浸透を契機とする。グレー
ス条約の締結、コスタからシエラにかけての鉄道の敷設、アシエンダ（ラティフンディオ）
の拡大、地方でのガモナルによる権力の乱用、おびただしい数の農民反乱の発生などが、
現代プーノ県における牧畜業の開始前後から起きた出来事である。
　生産されたアルパカ毛はさまざまに加工されてもっぱら国際市場に流出するが、この過
程で毛の生産というもっとも基本的な労働に従事するシエラ農民は、きわめて不公正な状
況下におかれている。繰り返しになるがランパ郡の場合、アルパカ飼育に専念する１家族
の平均人数は6人であり、人当り月額44ソーレスで生活している。これは日当り.48ソー
レスであってペルーでも最貧の部類に入る。この収入では日々の暮らしすら成り立たない。
しかしこれがシエラ農民（＝アルパカの毛の小生産者）の現実である。牧畜に従事するシエ
ラ農民は広大な草原に分散して生活しており 、毛は「工場制手工業」的システムによっ
て仲買人から個々に買い上げられる。この段階で農民は仲買人から酷い搾取を受ける。農
民には非識字者が多く計量台帳や出納簿の記載ができないうえに法律の知識を欠くことも
あって、毛を引き渡す段階でちゃんとした契約が結べない。そこで農民は仲買人の言うが
ままの値で毛を売らざるをえなくなるからである。
　毛が品質によってではなく重量によって買い上げられる点にも大きな問題がある。その
原因はシエラでは小規模な家族単位によってアルパカ飼育が行われており、生産場所（採
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毛地）が分散しているために毛の品質にばらつきがでる。つまり毛の品質統一をはかるの
が困難な点である。この問題解決に向けた努力としてはアルパカ家畜種の品質改善（遺伝
的改善）が見込まれる。しかしほんとうに問題なのは、アルパカ飼育に従事する2万家族
以上がかかえる極度の貧困である。この極貧階層は標高3800から4800メートルのアンデス
高地に存在しており、大半がアルパカ毛の小生産者（アルパカ頭数で言うと50頭から00頭
の所有者）である。とくに980年代中頃以降彼らの生活はいちだんと悪化を辿っている。
　最後に今後の課題について述べる。まずもってペルーは国をあげてシエラ農民の貧困対
策に邁進すべきである。この貧困問題が改善されない限りプーノ県における牧畜産業の健
全な展望は開けないであろう。次にアルパカ毛の生産者であるシエラ農民は毛の納入段階
における前資本制的な現状を打破することが先決である。毛の納入形態や納入方法の改善
を行うことによって収益の改善をはかることが急がれる。仲買人に対して妥当な価格を設
定し提示しうる実力を身につける必要性がある。生産者の組織化によって相互の連帯強化
をはかり、仲買人・商人・大企業などと互角の立場に立って交渉を行いうる日の到来が待
たれる。そのためにも毛の品質改善を図ることが急務である。世界市場での競争に耐えら
れるだけのアルパカ毛の品質保持に尽力すべきである。ほかに地方集積センターの設置、
農業銀行などの金融機関における信用の構築、経営管理や交渉面で能力を発揮できるリー
ダーや実務者の育成、アルパカ毛生産のためのインフラ整備、諸技術の習得、情報の入手
などシエラ農民にとって戦略的な課題は多い。
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付　録
1　2001 ～ 2006 年、ペルー 18 県のアルパカ頭数
DEPARTAMENTO 200 2002 2003 2004 2005 2006
Ancash 2.68 2.88 2.2 2.203 2.42 .85
Apurímac 27.757 42.897 49.727 54.30 50.260 86.750
Arequipa 285.633 273.600 356.650 343.520 346.625 357.46
Ayacucho 4.05 7.95 96.356 78.2 93.467 56.55
Cajamarca 5.380 5.380 .265 .285 .285 .300
Cusco 425.294 438.05 45.90 45.90 45.90 438.000
Huancavelica 207.50 2.096 205.000 27.442 223.704 224.045
Huánuco 2.94 2.94 2.637 2.637 2.637 .983
Junín 3.400 33.500 34.680 35.440 4.20 36.60
La Libertad 5.780 5.500 6.397 6.98 7.505 7.529
Lambayeque - - - - - -
Lima 28.262 30.73 34.73 34.73 34.73 3.300
Madre de Dios - - - - - -
Moquegua 6.86 77.04 75.89 75.89 75.89 83.042
Pasco 28.757 29.045 29.332 30.555 3.823 32.383
Piura - - - - - -
Puno 1.780.380 1.869.400 1.832.150 1.832.150 1.986.790 1.988.000
Tacna 38.28 33.00 45.600 44.680 40.000 40.830
TOTALES 3.82.373 3.335.835 3.432.557 3.49.632 3.597.90 3.596.753
出所 : CONACS（南米ラクダ科動物国立審議会）　　（2008 年 2 月）
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3　2001 ～ 2006 年、ペルー 18 県のリャマ頭数
DEPARTAMENTO 200 2002 2003 2004 2005 2006
Ancash .566 .560 .550 .548 .500 -
Apurímac 50.5 50.5 5.682 45.682 5.520 57.766 
Arequipa 0.927 0.500 08.350 07.390 5.265 6.940 
Ayacucho 0.908 24.378 28.356 24.47 28.288 9.003 
Cajamarca - - - - - -
Cusco 28.98 225.486 232.250 232.250 232.250 225.000 
Huancavelica 22.990 22.252 23.000 32.220 33.333 34.065 
Huánuco 6.459 6.420 6.43 6.405 6.405 -
Junín 40.400 36.300 35.20 35.0 38.340 36.650 
La Libertad - - - - - -
Lambayeque - - - - - -
Lima 20.693 2.456 2.456 2.456 2.456 23.600 
Madre de Dios - - - - - -
Moquegua 34.976 4.089 40.508 40.508 40.508 36.448 
Pasco 43.32 43.563 43.7 44.48 44.590 45.727 
Piura - - - - - -
Puno 409.630 414.140 418.240 418.240 436.910 435.000 
Tacna 7.34 8.000 2.500 20.750 8.555 8.980 
TOTALES .79.028 .206.259 .232.226 .230.24 .268.920 .249.79
出所 : CONACS（南米ラクダ科動物国立審議会）　　（2008 年 2 月）
